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特集　生活の中に図書館を

図書館がつなぐ本との出会い

「
あ
な
た
の
図
書
館
利
用
法
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
」

　子どもが字を読めるようになり、友人からの
勧めもあったので、今年の夏休みに入ってから、
倉治図書館に来るようになりました。家では、
せっかく買った本を全然読まないのに、ここで
は本をよく読むんです。やっぱり、落ち着いて
読む場所があるからかな。今、お兄ちゃん（快さ
ん、写真左）が気に入っているのは長谷川義史
さんの「うえへまいりまあす」です。

永山朋子さん・快さん・圭さん（妙見坂）

　私は、退職後、広報紙で図書館の情報を目に
したことがきっかけで、月 2～ 3回、青年の家
図書室へ通うようになりました。どんなジャン
ルの本でも読みますが、最近は、歴史関連の本
をよく借りています。自分なりの利用法は、知
りたい情報や読みたい本など、なんでも司書の
方に相談すること。おかげさまで、図書館では
有意義な時間を過ごしていますよ。

津田種男さん（私部、写真右）

　交野高校では学校図書の一部として、市の図
書館から年間約 2,000 冊の本を借りています。
府立高校の図書予算は少ないので、地域の図書
館との連携はとても重要なんです。他にも、調
べもの（レファレンス）の対応が親切ですし、昨
年は家庭科の保育授業の一環として、読み聞か
せの講習をしてもらうなど、幅広く図書館を利
用させてもらっています。
山本真由美さん（交野高校学校司書、写真右）

　昭和 44 年に松塚へ越してしばらくすると、
ブンブン号の運行が始まり、以来ずっと利用し
ています。青年の家図書室も利用するのですが、
最近は行くのが大変になり、よりブンブン号を
重宝しています。読みたい本がない場合は予約
できるし、返却するのもブンブン号だと家から
近いので楽です。注文を付けるなら、蔵書が頻
繁に入れ替わると、もっとありがたいですね。
福田稔さん・千津子さん（松塚、写真右から）

ブ
ン
ブ
ン
号
と
と
も
に

団
体
貸
出
で
連
携

子
ど
も
の
読
書
の
入
口

司
書
を
フ
ル
活
用
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図書館がつなぐ本との出会い

ん
に
、
便
利
な
使
い
方
や
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ 　

本
を
借
り
る
以
外
、
ど
ん
な

利
用
方
法
が
あ
る
の
で
す
か
。

Ａ 　

例
え
ば
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ

ー
ビ
ス
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
日
常
の
疑
問
や

調
べ
も
の
を
図
書
館
の
資
料
や

デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
司
書
が
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。最
近
で
は
、

「
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
を
ど
う
や
っ
て

料
理
し
た
ら
よ
い
か
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
し
た
よ
。

Ｑ 　

他
に
も
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
は

あ
り
ま
す
か
。

Ａ 　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
、
蔵
書
検
索
や
予
約
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。登
録

が
必
要
な
の
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｑ 　

探
し
て
い
る
本
が
な
い
場
合

は
、ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ 　

協
力
貸
出
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
市
の
図
書
館

（
室
）
に
な
い
本
を
他
市
の
図

書
館
な
ど
か
ら
、
取
り
寄
せ
る

シ
ス
テ
ム
で
、
そ
の
数
は
う
な

ぎ
登
り
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
方
の
要
望
に
で
き
る

限
り
お
応
え
す
る
た
め
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
お
探

し
の
本
を
見
つ
け
ま
す
。

Ｑ 　

本
と
人
を
つ
な
ぐ
数
多
く
の

取
り
組
み
が
あ
る
そ
う
で
す
が
。

Ａ 　

本
を
手
に
取
っ
て
も
ら
う
き

っ
か
け
作
り
の
た
め
、
図
書
館

内
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。図
書

館
で
絵
本
の
読
み
語
り
を
す
る

「
お
は
な
し
会
」、
４
か
月
児
健

診
や
育
児
相
談
時
に
赤
ち
ゃ
ん

と
絵
本
の
ふ
れ
あ
い
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」、

小
学
校
へ
の
「
出
張
お
は
な
し

会
」、
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
で

の
「
出
前
講
座
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

Ｑ 　

こ
れ
か
ら
の
目
標
や
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
一
言
。

Ａ 　

日
常
生
活
の
お
助
け
空
間
で

あ
っ
た
り
、
癒
し
の
空
間
で
あ

っ
た
り
と
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
身
近
で
便
利
な
存
在
で
あ
る

と
と
も
に
、
本
そ
の
も
の
が
持

つ
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
図
書
館

を
目
ざ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、

ご
来
館（
室
）く
だ
さ
い
。

図書館（室）名 所在地・電話番号 開館（室）日時
倉治図書館 倉治6－9－20（℡   891・1825）火曜日＝午後1時～5時

水 ～日曜日＝午前10時～午
後5時

※ 青年の家図書室は、金曜日
のみ午後7時まで開室

青年の家図書室 私部2－29－１（℡   893・4881）
第 1児童センター
（幾野図書室） 幾野2－6－1（℡   893・1144）

星田コミュニティ
センター図書室 星田1－49－５（℡   895・2103） 火～日曜日＝午後1時～5時

自動車文庫
ブンブン号

巡回日程は、広報かたの9月号か、ホームページ（http://
www.katanotoshokan.jp/guide/）で確認してください。

※ 休館（室）日は、毎週月曜日（祝日と重なった場合は、火曜日も休み）、祝日、年末
年始、特別整理期間

■本を借りるには
　市内在住・在勤・在学者なら、どなたでも利用できます。

▽  図書館（室）のカウンターで、貸出申込書と住所と氏名が分かる証明書を出して
ください。その場で、貸出券を発行します。

▽  借りたい本に貸出券を添えて、カウンターへお持ちください。1人 10 冊 2週
間まで借りることができます。
■本を返すには

▽カウンターへお返しください。貸出券はいりません。

▽ 図書館（室）が閉まっているときは、返却ポスト（倉治図書館玄関左横、青年の家
正面玄関左横）へ本だけ入れてください。

▽市内他の図書館（室）やブンブン号での返却もできます。

図書館（室）利用案内（ホームページ　http://www.katanotoshokan.jp/）

　

10
月
27
日
〜
11
月
９
日
は
読
書
週
間
で
す
、
市
立
図
書
館
（
室
）
で

は
、
本
と
人
と
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

上
手
に
図
書
館
を
利
用
す
る
人
た
ち
と
利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
職
員
、
子
ど
も
の
読
書
の
き
っ
か
け
作
り
に
奔
走
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、図
書
館
を
取
り
巻
く
状
況
を
取
材
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

市
長
公
室
広
聴
広
報
担
当（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

「
本
を
貸
す
だ
け
じ
ゃ
な
い
の
？
」

ブックスタートでは
子どもと絵本をつなぎます

　

図
書
館
は
、
本
が
並
ん
で
い
る

だ
け
の
と
こ
ろ
と
思
っ
て
い
る
人

は
、
損
を
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

日
々
応
え
て
い
る
職
員
の
み
な
さ

インタービューに答えて
いただいた職員のみなさん
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特集　生活の中に図書館を

図書館などが実施している子どもと本をつなぐ催し
イベント名 と　き ところ 内　容

今
秋
の
催
し

えほんのひろば 10月25日（木）～28日（日）午前10
時～午後4時

倉治図書館2階
視聴覚室

絵本の展示（約600冊）やミニおはなし会。幅広い世
代の人たちが絵本と出会い、楽しむ

きっずフェスタ
in交野2007 10月23日（火）午前10時～正午 いきいきランド

交野
市内の子育てサークルが一堂に集うイベント。読書
相談やおはなし会を予定。

図
書
館
行
事

おはなし会
第2・4水曜日午後3時30分～4時 倉治図書館

絵本の読み語り、手遊びなど
第2・4金曜日午後3時30分～4時 青年の家図書室

おはなし会
スペシャル

7・12月午後2時～ 倉治図書館2階
視聴覚室 ストーリーテリング、絵本の読み語り、手遊び、工作

など7・12月午後3時～
おたのしみ会 8・12月午後2時～3時 武道館2階作法室

ブンブン劇場
1月午後2時～3時 倉治図書館2階

視聴覚室 人形劇

3月午後2時～3時 武道館ほか おはなしライブ

ビデオ上映会 3・8月午後2時～3時 倉治図書館2階
視聴覚室 ビデオの上映

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

4か月児健診 第1火曜日午後1時～
ゆうゆうセンター

読み語りについての話、絵本の展示、読書相談など
※ ４か月児健診の対象者には、健康増進課から案内
のはがきが届きます。

育児相談
第2火曜日午前9時30分～

絵本の展示、読書相談など
第4水曜日午前9時30分～

問い合わせ　倉治図書館（℡  891・1825）か、青年の家図書室（℡  893・4881）

読
み
き
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ａ

　

倉
治
図
書
館
を
拠
点
に
、
読
み

語
り
な
ど
を
通
じ
て
、
絵
本
の
楽

し
さ
を
伝
え
よ
う
と
活
動
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
10
人

で
、府
立
中
央
図
書
館
が
開
い
た
、

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
の
修
了
者
が
集
い
、
平
成
15
年

に
結
成
し
ま
し
た
。

　

絵
本
の
読
み
語
り
や
手
遊
び
を

す
る
「
お
は
な
し
会
」
を
月
２
回
、

お
は
な
し
会
と
あ
わ
せ
て
工
作
も

す
る「
お
は
な
し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
」

を
年
２
回
、
倉
治
図
書
館
と
共
同

で
行
っ
て
い
ま
す
。
今
は
、
10
月

25
日
（
木
）
〜
28
日
（
日
）
に
初
め

て
開
く
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
「
え
ほ

ん
の
ひ
ろ
ば
」
に
向
け
て
準
備

に
励
ん
で
い
ま
す
。会
場
に
は
約

６
０
０
冊
の
絵
本
を
展
示
し
ま
す

の
で
、
大
勢
の
人
が
絵
本
に
触
れ

て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

か
た
の
子
ど
も
文
庫
連
絡
会

　

地
域
の
会
館

や
集
会
所
な
ど

で
開
か
れ
て
い

る
ミ
ニ
図
書
室

「
子
ど
も
文
庫
」

が
集
ま
っ
て
、

昭
和
49
年
に
結

成
し
ま
し
た
。

現
在
６
文
庫
、

40
人
ほ
ど
の
世
話
人
が
い
ま
す
。

　

平
成
12
年
か
ら
は
、
図
書
館
と

共
催
で
読
書
会
と
ス
ト
ー
リ
ー
テ

リ
ン
グ
研
修
（
※
）
を
年
８
回
開

き
、
職
員
と
一
緒
に
な
っ
て
学
ん

で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ス
ト
ー
リ

ー
テ
リ
ン
グ
で
は
、
ロ
ウ
ソ
ク
を

灯
し
、
お
は
な
し
の
世
界
に
入
り

や
す
い
雰
囲
気
を
作
っ
た
り
、
自

己
満
足
な
読
み
語
り
に
な
ら
な
い

よ
う
に
注
意
し
た
り
と
、
そ
の
工

夫
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

文
庫
の
役
割
は
、
子
ど
も
た
ち

が
本
を
読
む
き
っ
か
け
を
つ
く
る

こ
と
。
こ
こ
で
育
て
て
、
図
書
館

へ
送
り
出
す
よ
う
な
気
持
ち
を
持

っ
て
い
ま
す
。

　
「
読
書
離
れ
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
図
書
に
た
ず
さ
わ
る
人

た
ち
の
熱
気
は
冷
め
て
い
ま
せ

ん
。こ
れ
か
ら
も
、
一
層
、
図
書
館

と
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

「
図
書
館
を
支
え
る
つ
な
が
り
、広
が
る
活
動
」

市内の子ども文庫
文庫名 ところ 問い合わせ

希望文庫 梅が枝ふれあい館 上山さん（℡  891・3018）
天野が原第一文庫 さくら丘会館 野村さん（℡  894・3109）
えんがわ文庫 天野が原4丁目集会所 中嶋さん（℡  893・0486）
森なかよし文庫 森区民ホール 松井さん（℡  893・5562）
妙見坂文庫 妙見坂自治会館 東さん（℡  894・1001）
きらきら文庫 妙見東自治センター 石倉さん（℡  892・0219）
星田山手第一文庫 星田山手自治会館 柳原さん（℡  892・3231）
※開室日時などは、直接お問い合わせください。

※ 

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ　

物
語

を
覚
え
て
子
ど
も
た
ち
に
対

し
て
語
る
こ
と
。読
書
へ
の
導

入
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。



(5)19.10.01

市政のうごき

17人の市民代表決定
～市議会議員選挙の結果～

問い合わせ　選挙管理委員会事務局
（℡  892・0121）

選
挙
の
結
果

当日有権者数 61,655人
投票総数 35,393票
投票率 57.41％
有効投票数 35,017票
無効投票数 376票
（うち白票） （215票）

黒田　実
民主党（現）

各候補者の得票数
黒田　　実 当2,736票
野口　陽輔 当2,476票
栗原　俊子 当2,085票
三浦美代子 当1,964票
皿海　ふみ 当1,876票
新　　雅人 当1,864票
岩本健之亮 当1,859票
友井　健二 当1,778票
坂野　光雄 当1,661票
坂本　　顕 当1,635票
前波　艶子 当1,629票
中上さち子 当1,569票
堀　　憲治 当1,566票
浅田　耕一 当1,529票
稲田美津子 当1,473票
𠮷坂　泰彦 当1,409票
谷　　　巖 当1,301票
広江　健一 1,165票
岡田　和利 ※946票
東口　幸也 932票
岡田　伴昌 ※732票
藤本　安男 624票
深田　　豊 207票
※ あん分票を含むため、小数
点以下を切り捨てています。

　

市
議
会
議
員
選
挙
が
、
９
月
９

日（
日
）午
前
7
時
か
ら
午
後
８
時

ま
で
市
内
20
か
所
の
投
票
所
で
行

わ
れ
、
い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野
で

の
即
日
開
票
の
結
果
、
17
人
の
市

民
代
表
が
決
ま
り
ま
し
た
。

野口陽輔
民主党（新）

栗原俊子
無所属（現）

三浦美代子
公明党（現）

　

投
票
率
は
、57
・
41
％
で
、前
回

（
15
年
９
月
28
日
）の
58
・
86
％
を

１
・
45
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
選
ば
れ
た
議
員
の
任
期

は
、
10
月
１
日
〜
23
年
９
月
30
日

ま
で
の
４
年
間
と
な
り
ま
す
。

皿海ふみ
日本共産党（新）

新　雅人
公明党（現）

岩本健之亮
公明党（現）

友井健二
公明党（新）

坂野光雄
日本共産党（現）

坂本　顕
無所属（現）

前波艶子
無所属（現）

中上さち子
日本共産党（現）

堀　憲治
自由民主党（元）

浅田耕一
無所属（現）

稲田美津子
自由民主党（現）

𠮷坂泰彦
民主党（現）

谷　巖
無所属（現）

氏名（敬称略）
党派（現・元・新）

［凡例］

右上から
得票数順

第二京阪道路の状況（8月の動き）

▽  事業者が、私部区谷畑中町隣組連絡会に「交野高
架橋中（下部工）工事の工事説明会を実施（5日）

▽  第二京阪道路整備促進大阪協議会が、国土交通
省本省と関係国会議員に、21年度の全線供用
開始に向けた整備推進や環境対策などを要望
（9日）

▽  事業者が、向井田区に「交野高架橋中（下部工）工
事」の工事説明会を実施（19日）

▽  柴野第三住宅自治会と協議会を開催（27日）
　なお、最新の状況は、ホームページ（http://
www.city. katano.osaka.jp/）に掲載しています。
問 い合わせ　第二京阪道路対策室（℡  892・
0121）

国、西日本高速道路㈱［第二京阪道路事業者］は、
平成21年度の供用を目標に事業を進めています

▼  

国土交通省での
要望の様子

 
　

向井田区への
　　工事説明会 ▼

私部南遺跡の発掘調査を公開
と 　き　10月6日（土）午後1時30分～3時
30分
と ころ　私部南遺跡（その2）発掘調査地（私
部南1丁目地内　柴野地区）
内 　容　古墳時代～平安時代のかまどを備え
た竪穴住居跡など
問 い合わせ　府文化財センター京阪調査事務
所（℡  895・1200）
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11
月
２
日（
金
）〜
４
日（
日
）、

市
文
化
連
盟
は
星
の
里
い
わ
ふ

ね
や
青
年
の
家
な
ど
で
「
未
来
に

つ
な
ご
う
交
野
の
文
化
」
を
テ
ー

マ
に
第
31
回
交
野
市
文
化
祭
を

開
催
し
ま
す
。

　

文
化
祭
は
、
市
民
の
幅
広
い
文

化
活
動
が
一
斉
に
発
表
さ
れ
る

市
内
最
大
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
。日

ご
ろ
の
創
作
活
動
や
練
習
の
成
果

を
、ぜ
ひ
観
賞
し
て
く
だ
さ
い
。

文化祭開催にともなう施設利用状況
10月 11月

29日 30日 31日 1日 2日 3日 4日 5日 6日
月 火 水 木 金 祝 日 月 火

青年の家・武道館・学びの館 休館 臨時休館 展示の部 休館 臨時休館
星の里いわふね 休館 発表の部 休館

いきいきランド交野 休館 鉄道模型 休館

青年の家図書室 休室 休室
青年の家読書室 休室 臨時休室

シャトルバスを運行
　11月 3日（祝）・4日（日）、青年の家～星の里いわふね
をシャトルバスでつなぎます。

▽  青年の家発　① 9：15② 10：45③ 12：15④ 13：45
⑤ 15：15

▽  星の里いわふね発　① 10：00 ② 11：30 ③ 13：00
④ 14：30⑤ 16：30

未来につなごう
交野の文化

～第31回交野市文化祭～

問い合わせ　社会教育課
（℡  892・7721）

発
表
の
部

と 　

き　

11
月
３
日（
祝
）・
４
日

（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と 

こ
ろ　

星
の
里
い
わ
ふ
ね

内 　

容　

歌
謡
・
民
謡
・
三
味
線
・

琵
琶
・
琴
・
尺
八
・
邦
楽
・
詩
吟
・

舞
踊
・
仕
舞
・
バ
レ
エ
・
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽

団
・
少
年
少
女
合
唱
団
な
ど

展
示
の
部

と 　

き　

11
月
２
日
（
金
）
〜
４

日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時
30
分

と 

こ
ろ　

青
年
の
家
、学
び
の
館
、

武
道
館

内 　

容　

児
童
作
品
・
日
本
画
・

洋
画
・
手
芸
・
工
芸
・
陶
芸
・

写
真
・
盆
栽
・
書
道
・
木
工
・

そ
の
他
創
作
に
よ
る
作
品

※ 「
日
本
南
画
の
展
示
室
」
を
期
間

中
、青
年
の
家
で
特
別
開
室
。

廃プラの分別収集
説明会（10月分）

※左ページの日程表を参照してください

問い合わせ　循環型社会推進室
（℡  892・0121）

　

来
年
２
月
か
ら
始
ま
る
廃
プ
ラ

の
分
別
収
集
に
あ
わ
せ
、
分
別
の

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
各
地
区
単

位
で
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
地
区
の
説
明
会
に
参

加
で
き
な
い
人
は
、
全
市
対
象
の

説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
集
合
住
宅
や
自
治
会
単

位
な
ど
で
、
独
自
に
説
明
会
を
希

望
す
る
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

市
内
全
域
を
対
象
に
し
た
説
明
会

① 

12
月
15
日
（
土
）午
前
10
時
〜
、

市
役
所
別
館
３
階
中
会
議
室

② 

12
月
16
日
（
日
）午
前
10
時
〜
、

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３
階
展
示

活
用
室

鉄
道
模
型
に
親
し
も
う

in
い
き
い
き
ラ
ン
ド

と 　

き　

11
月
４
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

　

会
議
室
１
・
２

内 　

容　

Ｈ
Ｏ
ゲ
ー
ジ
・
Ｎ
ゲ
ー

ジ
・
プ
ラ
レ
ー
ル
の
運
転
会
、

運
転
体
験
コ
ー
ナ
ー

※ 

プ
ラ
レ
ー
ル
の
み
持
ち
込
み
で

き
ま
す
。

参
加
料　

無
料
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廃プラ分別収集説明会の日程（10月）
地区名 と　き ところ

青山
18日 ①午後6時②午後7時

青山集会所
25日 ①午後6時②午後7時

幾野 14日 午前10時
幾野南集会所
アドリーム会館

梅が枝 6日 午後6時 第一集会所
駅前住宅 27日 午後7時 駅前住宅集会所

私市
3日

午前10時
井手之内会館

10日 私市ふれあい館
17日 私市会館

私市山手
13日 午後1時 私市山手自治会館
14日 午前10時 青葉台会館

私部
6日 午後6時

私部会館
27日 午前10時30分

郡津

19日

午前10時 郡津公民館
20日
21日
26日
27日

柴野 1日 午後7時 市役所別館3階

南星台
14日 午前10時 南星台ちびっこ広場
21日 午後1時 南星台集会所

星田
7日

午前10時 星田会館
20日

星田西 28日 午後1時 星田西体育施設
妙見坂 14日 午前11時30分 妙見坂自治会館

妙見東
13日

午後8時 妙見東自治センター20日
27日

向井田

20日 午後7時30分

市役所別館3階
21日 午前10時
27日 午後7時30分
28日 午後7時

森 20日 午後7時30分 森区民ホール

後期高齢者医療制度
20年 4月スタート

問い合わせ　市民総合窓口担当
（℡  892・0121）

　

20
年
4
月
か
ら
、
府
内
に
住
ん

で
い
る
75
歳
以
上
の
人
や
、
65
歳

以
上
で
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
人

な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
老
人
保

健
制
度
」か
ら
、「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」の
被
保
険
者
に
移
行
し
、

そ
こ
か
ら
医
療
給
付
な
ど
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

対 

象（
被
保
険
者
）　

▽ 

府
内
に
住
所
を
有
す
る
75
歳
以

上
の
人

▽ 

府
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
〜

74
歳
で
、
大
阪
府
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
が
、
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
と
認
め
た
人

▽ 

他
の
都
道
府
県
の
被
保
険
者
資

格
を
有
す
る
人
で
府
内
に
転
入

し
た
人

保
険
料

▽ 

介
護
保
険
制
度
と
同
様
、
被
保

険
者
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
算

定
、賦
課

▽ 

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
受
給

者
は
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別

徴
収
）。た
だ
し
、
介
護
保
険
料

と
あ
わ
せ
た
保
険
料
額
が
、
年

金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場

合
は
対
象
外

▽ 

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な
い

人
は
、
口
座
振
替
や
銀
行
振
込

な
ど
で
、保
険
料
を
納
入

▽ 

保
険
料
に
は
、
世
帯
の
所
得
水

準
に
応
じ
た
一
定
の
軽
減
措
置

が
あ
り
ま
す

被 

保
険
者
証　

被
保
険
者
に
は
１

人
１
枚
、
専
用
の
被
保
険
者
証

を
交
付
（
発
送
は
20
年
３
月
ご

ろ
を
予
定
）

医 

療
給
付　

病
院
な
ど
の
医
療
機

関
で
、
病
気
や
け
が
の
治
療
を

受
け
る
と
き
は
、
現
行
の
「
老

人
保
健
制
度
」と
同
様
、
医
療

費
の
一
部
負
担
（
１
割
。た
だ

し
、現
役
並
の
所
得
者
は
３
割
）

※ 

医
療
費
以
外
に
も
、入
院
時
食
事

療
養
費
、入
院
時
生
活
療
養
費
、

保
険
外
併
用
療
養
費
、
療
養
費
、

訪
問
看
護
療
養
費
、
特
別
療
養

費
、
移
送
費
、
高
額
療
養
費
、
葬

祭
費
な
ど
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

よ
く
あ
る
質
問

Ｑ　

後
期
高
齢
者
と
は
。

Ａ 　

65
歳
〜
74
歳
の
人
を
前
期
高

齢
者
、
75
歳
以
上
の
人
を
後
期

高
齢
者
と
呼
び
ま
す
。

Ｑ　

手
続
き
は
必
要
で
す
か
。

Ａ 　

原
則
的
に
不
必
要
で
す
が
、

手
続
き
が
必
要
な
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

 ﹇
自
動
的
に
資
格
を
取
得
す
る

人
﹈①
制
度
開
始
時
に
現
行
の

老
人
保
健
制
度
に
該
当
す
る
人

②
制
度
開
始
後
に
75
歳
の
誕
生

日
当
日
を
迎
え
た
人

　

 ﹇
な
ん
ら
か
の
手
続
き
が
必
要

な
人
﹈①
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
65
歳
以
上
の
人
（
大
阪
府
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
届

出
を
し
て
、
認
め
ら
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
）②
他
の
都
道
府

県
の
被
保
険
者
資
格
を
有
す
る

人
で
府
内
に
転
入
し
た
人
（
転

入
の
手
続
時
に
資
格
を
取
得
）

Ｑ　

老
人
保
健
と
の
違
い
は
。

Ａ 　

現
在
、
医
療
機
関
の
治
療
で

は
、
国
保
な
ど
の
被
保
険
者
証

と
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
の

両
方
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。新
制
度
で
は
、
専
用
の

被
保
険
者
証
１
枚
を
提
示
す
る

だ
け
に
な
り
ま
す
。医
療
費
の

自
己
負
担
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
が
定
め
る
保
険
料
を

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。そ
の

た
め
、
被
用
者
保
険
の
被
扶
養

者
と
し
て
保
険
料
負
担
が
な
か

っ
た
人
も
、
一
定
の
保
険
料
負

担
が
発
生
し
ま
す
。

※ 

地
区
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
説
明
会
を
役
員
の
み
の
対
象
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
や
自
治
会
、
丁
目
別
な
ど
に
分
け

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
住
ん
で
い
る
地
区
の
回
覧
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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財政健全化計画
（実施編）を見直し

問い合わせ　企画財政室健全化担当
（℡  892・0121）

　

市
は
、
行
政
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
に
あ
わ
せ
て
、
16
年
４
月

に
策
定
し
た
財
政
健
全
化
計
画

を
一
部
見
直
し
、
今
後
の
財
政
見

通
し
や
計
画
の
目
標
、安
心
・
安
全

に
係
る
事
業
な
ど
を
修
正
し
ま
し

た
。

■
な
ぜ
見
直
し
が
必
要
な
の
か

　

市
は
、
財
政
再
建
団
体
へ
の
転

落
阻
止
、
22
年
度
に
財
政
収
支
の

均
衡
、
総
負
債
額
の
１
０
０
億
円

圧
縮
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。し

か
し
、
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は

常
に
変
化
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
に

対
応
す
る
た
め
、
計
画
期
間
の
中

間
で
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

■
今
後
の
財
政
見
通
し
は

　

18
年
度
の
決
算
見
込
み
な
ど
を

も
と
に
し
た
新
た
な
財
政
見
通
し

は
、
左
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
22
年
度
の
決
算

見
込
み
で
、
25
億
２
０
０
０
万
円

の
累
積
赤
字
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

﹇
歳
入
の
状
況
﹈税
源
移
譲
や
定

率
減
税
の
廃
止
に
よ
る
税
収
増
が

あ
る
も
の
の
、
地
方
交
付
税
や
臨

時
財
政
対
策
債
が
減
少
し
て
い
ま

す
。

﹇
歳
出
の
状
況
﹈公
債
費
は
依
然

高
い
水
準
で
推
移
。人
件
費
は
職

員
数
の
削
減
な
ど
で
効
果
が
あ
る

一
方
、
高
齢
化
に
と
も
な
う
扶
助

費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

■ 

財
源
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に

　

収
支
均
衡
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
25
億
２
０
０
０
万
円
の
財
源

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
基
金
の
取
り
崩
し
や

人
件
費
の
さ
ら
な
る
削
減
、
事
務

事
業
見
直
し
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
計
画
目
標
の
見
直
し
内
容

﹇
見 

直
し
前
﹈

①
財
政
再
建
団
体
転
落
阻
止

②
平
成
22
年
度
収
支
均
衡

③
総
負
債
約
１
０
０
億
円
圧
縮

﹇
見 

直
し
後
﹈

①
財
政
健
全
化
法
へ
の
対
応

②
平
成
22
年
度
収
支
均
衡

③
総
負
債
約
１
５
０
億
円
圧
縮　

20
年
４
月
か
ら
、「
財
政
健
全
化

法
」が
施
行
さ
れ
、
財
政
の
健
全

度
を
示
す
４
つ
の
指
数
（
①
実
質

赤
字
比
率
②
連
結
実
質
赤
字
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率
④
将
来
負
担

比
率
）が
、
政
令
で
指
定
す
る
数

値
を
上
回
っ
た
場
合
、
新
た
な
財

政
健
全
化
の
施
策
が
必
要
と
な
り

ま
す
。4
つ
の
指
標
の
公
表
後
、

必
要
に
応
じ
て
具
体
的
な
方
策
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

■
今
後
の
安
心・安
全
に
係
る
事
業

　

新
た
な
ニ
ー
ズ
や
行
政
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
計
画
策
定
時
に

見
込
ん
だ
安
心
・
安
全
の
た
め
の

７
か
年
の
一
般
財
源
８
・
９
億
円

を
20
億
円
に
拡
大
し
ま
す
。

　

今
後（
19
〜
22
年
度
）の
事
業
を

点
検
し
、
取
捨
選
択
の
上
、
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

■
負
債
総
額
と
今
後
の
推
移

　

こ
れ
ま
で
、４
年
間
の
実
績
で
、

76
億
円
削
減
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
見
直
し
後
の
目
標
は
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
な
ど

を
見
込
ん
で
も
、
約
１
５
０
億
円

と
し
、こ
れ
ま
で
の
削
減
目
標
か
ら

50
億
円
を
上
回
る
見
込
み
で
す
。

財政収支の見通し（単位：百万円）
18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

歳入合計 20,787 20,579 18,102 19,412 18,359
主
な
内
訳

市税 9,180 9,835 9,879 9,666 9,682
地方交付税 2,863 2,598 2,545 2,580 2,602
臨時財政対策債 768 697 650 600 550

歳出合計 20,674 19,851 18,152 20,487 20,878

主
な
内
訳

人件費 5,611 4,920 5,067 4,943 4,878
うち退職手当除く 4,840 4,683 4,548 4,385 4,115
扶助費 3,286 3,389 3,485 3,583 3,685
公債費 3,823 3,853 3,768 3,778 3,832

実質収支 108 728 △50 △1,076 △2,518
単年度収支額 44 620 △778 △1,025 △1,443
基金残高 2,837 1,997 1,997 1,997 1,997
※地方債の借換分などを除きます。

主な今後の安心・安全に係る事業（単位：千円）
　実施事項 一般財源 実施事項 一般財源

子
育
て
支
援

地域子育て支援センター新設 23,000 
都
市
基
盤

JR星田駅のバリアフリー化 80,000 
ファミリーサポートセンター 4,648 私部西線道路改良工事 60,000 
放課後子ども教室 4,479 歩道の改良工事 60,000 
つどいの広場 1,000 星田新池改修事業 43,741 
病後児保育等の実施 4,000 公共施設老朽化対策 45,000 

教
育
小中学校の耐震補強工事 103,043 環

境
北河内広域リサイクル 188,744 

学校給食センター更新 403,000 環境アセス（新ごみ処理施設） 56,490 

負債総額の状況（単位：億円）
18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 既計画目標

一般会計起債残高 347 332 319 321 307 352 
下水道会計起債残高 98 95 93 90 88 94 
公社帳簿価格 227 222 217 210 200 200 
見直し後目標 672 649 629 621 595 646 
削減（対14年度） △ 76 △ 99 △ 119 △ 127 △ 153 △ 102

財源不足解消の方策

実質収支

▼

人件費
削減

事務事業
見直しなど ＋

基金
取り崩し ＋

退職手当債
発行 ▼

収支均衡

△25億2,000万円 10億2,000万円 5億円 10億円 0円
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市政のうごき

市民のみなさんから寄せられた意見と市の考え方や対応
いただいた意見の概要 意見に対する市の考え方や対応

■少子化・子育て支援施策に関するもの

▽  保育サービスを充実し、転入や地元育ちの定着を図る
べき

▽  市が仕事と子育ての両立を支援すれば少子化が止まる

▽  少子化だからこそ、生みたい人が安心して子育てがで
きるまちに

▽  幼児園を縮小、廃園することが公共サービスの維持向
上か

▼

▽  案では、「今後の幼児数の状況に応じて幼稚園部分を縮
小、生み出された施設や人、財源を一時保育や病後児保
育、保育所の待機児童の解消に充てるなど対応を行う」
としており、喫緊の課題となっている子育て環境の整
備・充実に努めてようとしています

▽  市では、総合的に少子化対策・子育て支援を図るため、
「次世代育成支援行動計画」に基づき施策を推進してい
ます

■少子化の現状に関するもの

▽  一般的に少子化と言われているが、交野ではそう思わ
ない

▽ 園児数が減るなら、幼稚園の定員とこどもの数を示す
べき

▼

▽  就学前児童数は、19年3月末は4,571人ですが、将来推
計で29年は3,122人と見込んでいます

▽  19年は、公私立幼稚園合計定員2,100人に対し、就園児
童は1,835人（市外児484人含む）です

▽ 1 9年の市在住幼稚園児は1,459人ですが、29年は955
人と見込んでいます

■公立幼稚園の役割、内容に関するもの

▽  すべて私立に任せて良いか。それぞれ特色を生かし多
くの選択肢から選べる体制が望ましい

▽  経済的な理由で私立園に入れない子どもは幼稚園に行
けない

▽  発達面で心配な子や家庭での養育が困難、虐待の可能
性がある子どもなど、保育に欠ける子どもをつくらな
いことが公の役割

▽  公立幼稚園４歳児の待機児童がいるのに縮小して良い
のか

▼

▽  公私立ともに幼稚園での教育は、幼児期の発達の特性
に照らし、適切な施設環境のもと、「幼稚園教育要領」に
従って教育課程が編成され、幼児教育の専門家を中心
に組織的、計画的、継続的な指導が行われています

▽  幼稚園においても、障がい児保育など特別な支援を必
要とする教育は大切であると考え、今後も幼児教育に
取り組みます

▽  この案は、将来的な就学児童数の減少に対応するもので
あり、すべての市立幼稚園の廃園を目的としたものではな
く、また、公立園の存在意義を損なうものでもありません

▽  具体的な縮小の方策や時期などは、幼児問題対策審議
会の意見を伺いながら検討します

■幼保一元化に関するもの

▽  同じ園で保育所児と幼稚園児が生活するから育ちあえ
る。親も気づき、育ちあい、悩みや理念を共有できる

▽  国でも幼保一元化が叫ばれているのにやめるのか

▽  子どもの気持ちを尊重し、同じ地域の友だちが一緒に
過ごせるように継承している

▼

▽  これまでの実績を踏まえて、今後も幼保一元化の基本
理念は堅持します

▽  「保育所保育指針（厚生労働省）」で幼児教育の考えが取
り入れられるなど、「幼稚園教育要領（文部科学省）」とま
ったく同じ考え方となっています。そのため、保育所で
現行カリキュラムを継承することで、幼保一元化の考え
方は確保されると考えます

　

７
月
１
日
〜
23
日
に
実
施
し
た

「
民
間
活
力
の
導
入
に
関
す
る
基
本

方
針
案
」に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
、53
人
か
ら
延
べ

１
４
８
件
の
意
見
な
ど
を
い
た
だ

き
、
う
ち
１
４
６
件
が
、
幼
児
園
に

関
す
る
も
の
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
検
討
し
た
結
果
、
基

本
方
針
案
を
修
正
す
る
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。主
な
内
容
に
つ
い

て
、市
の
考
え
方
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

詳
し
い
結
果
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
.city.katano.osa

ka.jp

）や
市
役
所
本
館
２
階
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、「
容
器
包
装
の
分
別

収
集
お
よ
び
再
商
品
化
の
促

進
な
ど
に
関
す
る
法
律
（
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
）」

に
基
づ
き
、
容
器
包
装
廃
棄

物
の
発
生
抑
制
や
再
商
品
化

率
の
向
上
な
ど
、
循
環
型
社

会
の
実
現
を
目
ざ
し
て
「
第

５
期
分
別
収
集
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

同
計
画
に
基
づ
き
、
容
器

包
装
廃
棄
物
の
計
画
的
な
分

別
収
集
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

な
お
、
同
計
画
は
、
市
役

所
本
館
２
階
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.kata

no.osaka.jp/

）
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

循
環
型
社
会

推
進
室（
℡  
８
９
２
・
０
１ 

２
１
）

パブリックコメント結果
～民間活力導入の基本方針案～

問い合わせ　企画財政室健全化担当・こども室
（℡  892・0121）

循 環 型 社 会 の
実現を目ざして

～第５期分別収集計画策定～
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電話番号案内
市役所 ℡  892・0121

本
　
　
館

 　市長公室、企画財政室、
　総務課、人事課、税務室、
　市民総合窓口担当、市民課、
　国民健康保険課、こども室、
　商工観光課、会計室、
　議会事務局、
　行政委員会事務局

℡  892・0121

別
　
館

　環境保全課、都市計画課、
　道路河川課、農とみどり課、
　下水道課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局、
　土地開発公社

℡  892・0121

星田出張所 ℡  891・2031
ゆうゆうセンター ℡  893・6400
　 社会福祉課、障がい福祉課、
　高齢介護課、社会福祉協議会 ℡  893・6400

　健康増進課 ℡  893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡  892・3077
ボランティアセンター ℡  894・3737
環境事業所（ごみ） ℡  892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡  891・5374
　循環型社会推進室 ℡  892・0121
乙辺浄化センター（し尿） ℡  892・2472
リサイクルセンター ℡  893・8651
青年の家 ℡  892・7721
　 社会教育課、青少年育成課 ℡  892・7721
　 教育総務室 ℡  810・0530
　学校管理課、学校給食課 ℡  810・8010
　指導課 ℡  810・0522
　青年の家図書室 ℡  893・4881
　体育文化協会 ℡  891・3456
星の里いわふね ℡  893・3131
星田西体育施設 ℡  893・7721
第 1児童センター ℡  893・1144
いきいきランド交野 ℡  894・1181
倉治図書館 ℡  891・1825
歴史民俗資料展示室 ℡  810・6667
文化財事業団 ℡  893・8111
いきものふれあいセンター ℡  893・6520
消防本部・署 ℡  892・0119
　 総務課、予防課、警防課、
　通信指令室 ℡  892・0119

水道局 ℡  891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　新浄水施設整備室 ℡  891・0016

水道サービス株式会社 ℡  894・0105
シルバー人材センター ℡  893・0430

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

ア
ウ
ト
ド
ア

アウトドア
　 きのこウオッチング
　 けいはんなフィールドミュージアム
文　化
 　秋のパソコン教室
　 山添家・北田家住宅の一般公開

  青少年コーナー

き
の
こ
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

と 　

き　

10
月
27
日
（
土
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時

集 　

合　

午
前
９
時
に
河
内
磐
船

駅
前

内 　

容　

里
山
や
い
き
も
の
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
、
き
の

こ
を
採
集
し
、
名
前
を
調
べ
た

り
、
自
然
界
に
お
け
る
き
の
こ

の
働
き
や
特
徴
な
ど
に
つ
い
て

学
ぶ

コ 

ー
ス　

河
内
磐
船
駅
前

－

か

い
が
け
の
道

－

い
き
も
の
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
解
散
）

参
加
費　

無
料

持 

ち
物　

雨
具
、弁
当
、お
茶
、き

の
こ
が
崩
れ
に
く
い
か
ご
ま
た

は
袋

講 　

師　

農
学
博
士　

下
野
義
人

さ
ん

申
し
込
み　

当
日
集
合
場
所

問 
い
合
わ
せ　

い
き
も
の
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー

内 　

容　
「
大
仏
鉄
道
」の
遺
構
を

巡
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ（
約
10
㌔
）

※ 

当
日
は
、
解
散
場
所
で
あ
る
Ｊ

Ｒ
加
茂
駅
東
口
ロ
ー
タ
リ
ー
で

「
木
津
川
市
か
も
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
て
お
り
、
物
産
展
や

模
擬
店
の
出
店
が
あ
り
ま
す
。

対 　

象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

定 　

員　

１
５
０
人
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

参 
加
費　

１
０
０
円
（
イ
ベ
ン
ト

保
険
代
含
む
）

※ 

昼
食
は
用
意
し
て
い
ま
せ
ん
。

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
か
フ
ァ

ク
ス
に
①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

②
郵
便
番
号
・
住
所
③
電
話
番

号
④
フ
ァ
ク
ス
番
号
（
フ
ァ
ク

ス
申
し
込
み
の
場
合
は
必
須
）

⑤
年
齢
⑥
参
加
人
数
（
本
人
含

む
最
大
10
人
ま
で
）を
記
入
し
、

10
月
15
日
（
月
）〈
必
着
〉
ま
で

に
、
〒
６
１
９

－

０
２
３
７
京

都
府
相
楽
郡
精
華
町
光
台
１

－

７　

㈶
関
西
文
化
学
術
研

究
都
市
推
進
機
構
「
け
い
は
ん

な
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

２
０
０
７
」係（
℻  
０
７
７
４
・

95
・
５
１
０
４
）

問 

い
合
わ
せ　

同
機
構
（
℡  

０
７
７
４
・
95
・
５
１
０
５
）

け
い
は
ん
な
フ
ィ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
２
０
０
７

と 　

き　

10
月
27
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
１
時（
雨
天
決
行
）

集 　

合　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時

に
Ｊ
Ｒ
木
津
駅　

東
口
ロ
ー
タ

リ
ー
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※各問い合わせ電話番号は、10ページの「電話番号案内」を参照してください。

文　
化

め
の
中
級
コ
ー
ス

と 　

き　

11
月
８
日
（
木
）
〜
12

月
６
日
（
木
）
の
毎
週
木
曜
日

（
３
時
間
×
５
回
）

内 　

容　

画
像
を
入
れ
た
文
書
作

り
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
上
手

な
写
し
方
と
画
像
の
加
工
、
メ

ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活

用
術
、ブ
ロ
グ
の
活
用
術

■ 

年
賀
状
コ
ー
ス
「
手
作
り
年
賀

状
の
作
成
」

と 　

き　

11
月
17
日
（
土
）・
24

日（
土
）（
３
時
間
×
２
回
）

内 　

容　

ワ
ー
ド
に
よ
る
手
作
り

文
書
と
写
真
の
取
り
込
み
、
は

が
き
印
刷

時
間（
全
コ
ー
ス
共
通
）

▽ 

午
前
の
部
＝
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分

▽ 

午
後
の
部
＝
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分

と 

こ
ろ　

青
年
の
家
２
階　

パ
ソ

コ
ン
研
修
室

対 　

象　

18
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
の
人
で
、
全
日
程
参

加
で
き
る
人

定　

員　

各
コ
ー
ス
20
人

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。前

に
受
講
し
た
人
で
一
つ
上
の
ク

ラ
ス
の
希
望
者
を
優
先
し
ま
す
。

受
講
料

▽
入
門
コ
ー
ス
＝
４
０
０
０
円

▽
初
級
コ
ー
ス
＝
５
０
０
０
円

▽
中
級
コ
ー
ス
＝
５
０
０
０
円

▽
年
賀
状
コ
ー
ス
＝
２
０
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
コ

ー
ス
名
②
時
間（
午
前
・
午
後
）

③
郵
便
番
号
・
住
所
④
氏
名（
ふ

り
が
な
）
⑤
電
話
番
号
、
以
前

に
受
講
経
験
の
あ
る
人
は
⑥
前

回
受
講
日
時
と
コ
ー
ス
名
を
記

入
し
、
10
月
12
日
（
金
）〈
消
印

有
効
〉
ま
で
に
、
〒
５
７
６

－

０
０
５
２　

私
部
２

－

29

－

１　

体
育
文
化
協
会
「
パ
ソ
コ

ン
教
室
」係

問
い
合
わ
せ　

青
年
の
家
窓
口

山
添
家
住
宅
・
北
田
家

住
宅
の
一
般
公
開

　

重
要
文
化
財
山
添
家
住
宅
・
北

田
家
住
宅
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

と 　

き　

11
月
７
日
（
水
）・
11

日（
日
）

▽
山
添
家
住
宅
＝
午
前
10
時

▽
北
田
家
住
宅
＝
午
前
11
時

※
直
接
現
地
に
来
て
く
だ
さ
い
。

定　

員　

各
先
着
30
人（
予
約
制
）

解　

説　

文
化
財
事
業
団
職
員

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

１
日
（
月
）
か
ら
文
化
財
事
業

団

秋
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

■ 

全
く
初
め
て
の
人
の
た
め
の
入

門
コ
ー
ス

と 　

き　

11
月
13
日
（
火
）
〜
12

月
４
日
（
火
）
の
毎
週
火
曜
日

（
３
時
間
×
４
回
）

内 　

容　

パ
ソ
コ
ン
と
は
？
、
ゲ

ー
ム
を
楽
し
む
、
文
字
入
力
、

保
存
、
印
刷
、
メ
ー
ル
の
仕
方
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
見
方

■ 

ち
ょ
っ
と
で
き
る
け
れ
ど
も
う

少
し
詳
し
く
知
り
た
い
人
の
た

め
の
初
級
コ
ー
ス

と 　

き　

11
月
７
日
（
水
）
〜
12

月
５
日
（
水
）
の
毎
週
水
曜
日

（
３
時
間
×
５
回
）

内 　

容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
、
ワ

ー
ド
の
使
い
方
、
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
の
写
し
方
、
メ
ー
ル
の
活

用
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

■ 

よ
り
詳
し
く
習
い
た
い
人
の
た

青少年コーナー
「交野市民まつり」を終えて

　
「
交
野
ま
つ
り
」
は
、
今
年
か
ら

「
交
野
市
民
ま
つ
り
」
と
名
前
も

変
わ
り
、
新
し
く
市
民
に
よ
る
市

民
の
た
め
の
ま
つ
り
と
し
て
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
参
加
・
挑
戦
し

て
い
く
こ
と
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ

ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
も
、
企
画
段
階
か
ら

若
い
人
た
ち
が
参
画
し
、

い
ろ
い
ろ
な
意
見
や
考

え
を
取
り
入
れ
ら
れ
、
活

気
あ
ふ
れ
る
姿
が
随
所

に
見
ら
れ
ま
し
た
。ま
つ

り
当
日
、
暑
い
中
に
も
関

わ
ら
ず
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
み
ん
な
が
元
気

い
っ
ぱ
い
に
楽
し
む
姿

を
見
て
、
実
行
委
員
会
の

方
々
や
ス
タ
ッ
フ
の
み

な
さ
ん
が
入
念
に
準
備

さ
れ
た
結
果
だ
と
頭
の

下
が
る
思
い
で
し
た
。

　

青
少
年
指
導
員
会
で
も
、
例
年

ど
お
り
参
加
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
協
力
い
た
だ
き
、
会
場
内
外

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
参
加
者

の
安
全
と
事
故
防
止
に
協
力
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
か
き
氷
や
ス
ー
パ
ー
ボ

ー
ル
す
く
い
の
模
擬
店
「
青
少
年

の
店
」
を
出
店
し
、
涼
を
求
め
に

く
る
人
や
、
子
ど
も
た
ち
に
楽
し

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。今
年
も「
子

ど
も
プ
ラ
ン
」
か
ら
、
小
学
生
７

人
を
迎
え
、
店
の
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
人
と
の
接

し
方
や
言
葉
づ
か
い
な
ど
、
実
際

の
体
験
の
中
か
ら
多
く

の
こ
と
を
学
ん
で
く
れ

た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン

ト
の
成
功
は
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
創
意
工
夫
と
努

力
の
成
果
で
あ
り
、そ
れ

が
市
民
の
み
な
さ
ん
に

大
き
な
感
動
と
し
て
伝

わ
っ
て
い
く
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

同
じ
地
域
で
暮
ら
す

と
い
う
素
晴
ら
し
さ
、そ

れ
が
「
郷
土
」
を
愛
す
る
と
い
う

ひ
と
つ
の
形
だ
と
し
た
ら
、
そ
れ

が
次
の
世
代
に
伝
わ
っ
て
い
く
こ

と
を
願
い
、
今
年
も
交
野
市
民
ま

つ
り
が
無
事
に
終
わ
っ
た
こ
と
を

喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

交
野
市
青
少
年
指
導
員
会
広
報
部

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課
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文　
化

文　化
　 ふれあいゲームと映画会の希望募集
　 着物着付教室
　 摂南大学月例セミナー
スポーツ
　 わくわく健康セミナー
　 いきいきランド臨時休館・開館
　 障害者スポーツフェスタ
人　権
　 差別のない明るい社会を
　 法の日週間記念市民講座
　 国立民族学博物館を訪ねて
福　祉
　 里親シンポジウム
　 人工膀胱造設者のための講習会
　 共同募金にご協力を
　 精神障害者家族教室
　 戦没者追悼式典
　 介護サービス利用状況をお知らせ

わ
く
わ
く
健
康
セ
ミ
ナ
ー

と 　

き　

11
月
２
日
（
金
）
〜
26

日
（
月
）
午
後
１
時
15
分
〜
２

時
30
分

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

臨
時
休
館
と
開
館

　

大
会
で
使
用
す
る
た
め
、
市
民

プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

を
、
次
の
と
お
り
臨
時
休
館
・
開

館
し
ま
す
。

臨 

時
休
館　

10
月
８
日
（
体
育
の

日
）

臨
時
開
館　

10
月
９
日（
火
）

問 

い
合
わ
せ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド

交
野フ

ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ
大
阪

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

と 　

き　

10
月
６
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

と 
こ
ろ　

府
立
障
害
者
交
流
促
進

ス
ポ
ー
ツ

差
別
の
な
い

明
る
い
社
会
を

　

府
は
、
昭
和
60
年
か
ら
「
大
阪

府
部
落
差
別
事
象
に
係
る
調
査
等

の
規
制
等
に
関
す
る
条
例
」
を
施

行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
は
、

府
民
や
興
信
所
、探
偵
社
業
者
が
、

結
婚
差
別
や
就
職
差
別
な
ど
、
部

落
差
別
に
つ
な
が
る
調
査
・
報
告

な
ど
を
行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
を
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
こ
の
条
例
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
部
落
差
別

調
査
を
な
く
し
て
、
差
別
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
人
権
政

策
担
当

と
こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

内 　

容　

や
さ
し
い
ヨ
ガ
、
ピ
ラ

テ
ィ
ス
な
ど

参
加
費

▽
全
８
回
＝
４
８
０
０
円

▽
１
日
受
講
＝
７
０
０
円

※ 

１
日
受
講
は
、
受
講
前
日
ま
で

に
券
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

10
日（
水
）午
前
10
時
か
ら
、
受

講
料
と
印
鑑
を
持
っ
て
い
き
い

き
ラ
ン
ド
交
野

着
物
着
付
教
室

と 　

き　

11
月
９
日
（
金
）
〜
20

年
３
月
14
日
（
金
）
の
毎
週
金

曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
16

回
）

と 

こ
ろ　

武
道
館　

第
１
・
２
作

法
室

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定　

員　

20
人

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
。応
募
者

が
10
人
未
満
の
場
合
は
開
講
し

ま
せ
ん
。

参
加
費　

１
万
４
０
０
円

講　

師　

野
田
文
代
さ
ん

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①

住
所
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③

電
話
番
号
を
記
入
し
、
10
月
１

日
（
月
）
〜
19
日
（
金
）
に
、
〒

５
７
６

－

０
０
５
２　

私
部

２

－

29

－

１　

体
育
文
化
協

会「
着
物
着
付
教
室
」係

問
い
合
わ
せ　

青
年
の
家
窓
口

摂
南
大
学
月
例
セ
ミ
ナ
ー

と 　

き　

10
月
13
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

茨
木
市
福
祉
文
化
会
館

１
階　

１
０
１
号
室
（
茨
木
市

駅
前
４

－

７

－

55
）

テ 

ー
マ　
「
身
近
に
な
る
Ｉ
Ｃ
タ

グ
の
し
く
み
」

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10

月
10
日
（
水
）
ま
で
に
摂
南
大

学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
（
℡

８
２
９
・
０
３
８
６
）

ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ム
と
映
画

会
へ
の
希
望
を
募
集

　

20
年
２
月
17
日
（
日
）
に
開
催

予
定
の
「
第
19
回
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー

ム
と
映
画
会
」
で
、
や
り
た
い
ゲ

ー
ム
や
見
た
い
映
画
な
ど
に
つ
い

て
の
希
望
を
募
集
し
ま
す
。

　

採
用
さ
れ
た
人
に
は
、
記
念
品

を
贈
り
ま
す
。

申 

し
込
み　

は
が
き
に
①
住
所
②

氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
ゲ

ー
ム
内
容
⑥
見
た
い
映
画
の
タ

イ
ト
ル
を
記
入
し
、
10
月
31
日

（
水
）〈
消
印
有
効
〉ま
で
に
、
〒

５
７
６

－

０
０
５
２　

私
部

２

－

29

－

１　

青
少
年
育
成

課
「
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ム
と
映
画

会
」係

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

セ
ン
タ
ー　

フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ

大
阪（
堺
市
南
区
城
山
台
）

内 　

容　

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
体

験
会
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
の
交

流
な
ど

参
加
費　

無
料

問 

い
合
わ
せ　

フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ

大
阪
（
℡
０
７
２
・
２
９
６
・

６
３
１
１　

℻
０
７
２
・
２
９

６
・
６
３
１
３
）

人　
権
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人
工
膀
胱
造
設
者
の
た
め

の
講
習
会
・
体
験
発
表
会

と 　

き　

10
月
21
日
（
日
）
午
後

１
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階　

大
ホ
ー
ル
（
大
阪
市
中
央

区
谷
町
５

－

４

－

13
）

内 　

容　

困
っ
て
い
る
問
題
に
つ

い
て
質
疑
応
答
、体
験
発
表
会
、

補
装
具
展
示

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
オ
ス
ト
メ
イ

ト
連
合
会（
℡  
06
・
６
３
５
７
・

８
７
０
９
）

精
神
障
害
者
家
族
教
室

と
き
・
テ
ー
マ

① 

10
月
30
日
（
火
）
午
後
２
時
〜

４
時
＝
「
病
気
（
統
合
失
調
症
）

の
理
解
」

② 

11
月
８
日
（
木
）
午
後
２
時
〜

４
時
＝
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
社

会
資
源
」

③ 

11
月
16
日
（
金
）
午
後
２
時
〜

４
時
＝「
家
族
の
対
応
」

と 

こ
ろ　

四
條
畷
保
健
所
２
階　

講
堂

対 　

象　

統
合
失
調
症
を
中
心
と

す
る
精
神
障
が
い
者
の
家
族

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

６
１
）

戦
没
者
追
悼
式
典

　

過
去
の
戦
争
で
戦
没
し
た
人
た

ち
に
対
し
、追
悼
の
意
を
さ
さ
げ
、

恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
こ
め
て
、

戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

11
月
２
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

交
流
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

共
同
募
金
に
ご
協
力
を

　

10
月
・
11
月
に
「
赤
い
羽
根
募

金
」、
12
月
に
「
歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
」
の
募
金
運
動
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

地
域
で
行
わ
れ
る
街
頭
募
金
や

法
の
日
週
間
記
念

市
民
講
座

と 　

き　

10
月
18
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
３
階　

中

会
議
室

テ 

ー
マ　
「
改
正
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
」

定　

員　

40
人

参
加
費　

無
料

講 　

師　

大
阪
弁
護
士
会　

大
野

町
子
さ
ん

主　

催　

市
、大
阪
弁
護
士
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
長

公
室
人
権
政
策
担
当

１
日
研
修
「
国
立
民
族
学

博
物
館
を
訪
ね
て
」

と 　

き　

11
月
15
日
（
木
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

集 　

合　

午
前
９
時
に
ゆ
う
ゆ
う

セ
ン
タ
ー
１
階　

ロ
ビ
ー

行
き
先　

国
立
民
族
学
博
物
館

テ 

ー
マ　
「
世
界
か
ら
集
め
ら
れ

た
珍
し
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

知
る
民
族
の
生
活
と
歴
史
」

※ 

歩
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

定　

員　

先
着
10
人

参 

加
費　

２
３
０
０
円（
入
場
料
、

昼
食
代
、保
険
料
な
ど
）

主 　

催　

市
、
交
野
市
女
性
と
文

化
の
集
い

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

15
日
（
月
）
午
前
10
時
か
ら
市

長
公
室
人
権
政
策
担
当

福　
祉

自
治
会
な
ど
を
通
じ
て
の
戸
別
募

金
、
学
校
を
通
じ
て
の
学
校
募
金

な
ど
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

街
頭
募
金

▽ 

10
月
１
日
（
月
）
＝
イ
ズ
ミ
ヤ

㈱
交
野
店
、
関
西
ス
ー
パ
ー
河

内
磐
船
店

▽ 

10
月
２
日（
火
）＝
星
田
駅
、
河

内
磐
船
駅

▽ 

10
月
４
日
（
木
）
＝
イ
ズ
ミ
ヤ

㈱
交
野
店
、河
内
磐
船
駅

問 

い
合
わ
せ　

交
野
地
区
募
金
会

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

里
親
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

里
親
制
度
を
広
め
る
た
め
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

と 　

き　

10
月
20
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

と 

こ
ろ　

阿
倍
野
区
民
セ
ン
タ
ー

小
ホ
ー
ル
（
大
阪
市
阿
倍
野
区

阿
倍
野
筋
４

－

19

－

１
１
８
）

テ 

ー
マ　
「
あ
な
た
の
家
庭
を
も

と
め
て
い
ま
す　

〜
里
親
子
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
」

内 　

容　

里
親
子
の
体
験
発
表
な

ど
参
加
費　

無
料

※ 

保
育
（
要
予
約
。
１
歳
〜
就
学

前
。先
着
20
人
）が
あ
り
ま
す
。

主 　

催　

府
、大
阪
里
親
連
合
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

大
阪

府
中
央
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

（
℡  
０
７
２
・
８
２
８
・
０
１

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況

や
費
用
の
明
細
な
ど
を
文
書
（
介

護
給
付
費
通
知
）
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。希
望
す
る
人
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

自
分
自
身
や
家
族
の
利
用
状
況

を
知
る
こ
と
や
、
サ
ー
ビ
ス
費
用

の
請
求
間
違
い
を
防
ぐ
こ
と
な
ど

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢

介
護
課

26
日
（
金
）
ま
で
に
四
條
畷
保

健
所（
℡  
８
７
８
・
１
０
２
１
）

※各問い合わせ電話番号は、10ページの「電話番号案内」を参照してください。
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福　
祉

国
民
健
康
保
険

保
険
証
の
更
新

　

今
の
国
民
健
康
保
険
証
は
、
10

月
31
日
（
水
）
で
有
効
期
限
が
切

れ
、
11
月
１
日（
木
）か
ら
新
し
い

保
険
証
に
変
わ
り
ま
す
。

　

一
般
国
民
健
康
保
険
証
が
「
オ

レ
ン
ジ
色
」
に
、
退
職
国
民
健
康

保
険
証
が「
藤
色
」に
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
各
家
庭
に

配
達
記
録
郵
便
で
送
り
ま
す
。受

領
に
は
、
本
人
ま
た
は
家
族
の
認

印
か
、サ
イ
ン
が
必
要
で
す
。

　

不
在
の
場
合
に
は
、
郵
便
受
け

に
不
在
通
知
書
を
入
れ
ま
す
の

で
、
都
合
の
良
い
日
時
、
配
達
場

所
を
郵
便
局
ま
で
連
絡
の
う
え
、

受
領
し
て
く
だ
さ
い
。不
在
通
知

書
が
届
い
た
日
か
ら
９
日
が
過
ぎ

る
と
、
保
険
証
は
市
役
所
に
戻
り

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
有
効
期
限
の
表
示
が
変
更

　

新
し
い
保
険
証
か
ら
、
有
効
期

限
の
表
示
が
個
人
氏
名
欄
に
変
更

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
課

　
税

税
務
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

■ 

市
税
証
明
書
な
ど
の
交
付
申
請

時
に
本
人
確
認

　

第
三
者
に
よ
る
市
税
証
明
書
の

不
正
取
得
を
防
止
す
る
た
め
、
交

付
申
請
時
に
運
転
免
許
証
や
健
康

保
険
証
な
ど
に
よ
る
本
人
確
認
を

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
納
税
に
関
す
る
相
談

　

火
災
な
ど
の
不
慮
の
災
害
や
、

失
業
・
倒
産
な
ど
で
前
年
に
比
べ

て
所
得
が
著
し
く
減
少
し
、
市
・

府
民
税
の
納
税
が
困
難
な
と
き
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
室

税
の
障
害
者
控
除

　

65
歳
以
上
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
や
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
人
で
も
、
同
等
の
障

が
い
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
場
合

は
、
所
得
税
や
住
民
税
の
障
害
者

控
除
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

19
年
中
に
次
の
い
ず
れ
か
の
状

態
に
該
当
し
、
こ
の
控
除
を
受
け

よ
う
と
思
う
人
は
、
ま
ず
認
定
が

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
高
齢
介
護

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽ 

常
に
寝
た
き
り
の
状
態
で
あ
る

こ
と

▽ 

精
神
上
の
障
が
い
で
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な
症

状
・
行
動
が
あ
り
、
意
思
疎
通

が
困
難
で
介
護
が
必
要
な
人

▽ 
知
的
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
、知
的
障
が
い
者（
軽

度
・
中
度
・
重
度
）
判
定
に
準

ず
る
人

▽ 

身
体
障
害
者
手
帳（
１
〜
６
級
）

の
障
が
い
に
準
ず
る
人

※ 

今
回
申
請
し
た
場
合
は
、
来
年

（
19
年
分
）
の
確
定
申
告
な
ど

で
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課

市
・
府
民
税
の
納
期
月

　

10
月
は
、
市
・
府
民
税
第
３

期
分
の
納
期
月
で
す
。

　

期
限
の
10
月
31
日
（
水
）
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
室

介
護
保
険
料
の
納
付

　

10
月
分
の
普
通
徴
収
（
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人

を
除
く
）
の
納
期
限
は
10
月
31

日
（
水
）
で
す
。
必
ず
納
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課

国民健康保険料
の納付

　10 月分の納期限は 10 月
31日（水）です。期限内に納
めましょう。
問い合わせ　国民健康保険課

保
険
・
年
金

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
フ
ェ
ア

（
シ
ニ
ア
活
躍
見
本
市
）

　

退
職
後
も
現
役
で
活
動
す
る

シ
ニ
ア
や
活
動
団
体
を
紹
介
す
る

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
ま
す
。

と 　

き　

11
月
３
日
（
祝
）・
４
日

（
日
）午
前
11
時
〜
午
後
６
時

と 

こ
ろ　

大
阪
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ

ズ
・
マ
ー
ト
（
大
阪
市
中
央
区

大
手
前
１

－
７

－
31
）

内 　

容　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
紹

介
、
上
田
正
樹
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
問 

い
合
わ
せ　

府
介
護
支
援
課

（
℡
06
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

福　祉
　 アクティブシニアフェア
　税
　 税務室からのお知らせ
　 税の障害者控除
　 市・府民税の納期月
保険・年金
　 国民健康保険料の納付
　 介護保険料の納付
　 国民健康保険保険証の更新
　 老人医療証の交付申請
環　境
　 マイバッグキャンペーン
　 かたの環境講座 2007
　 環境フェスタ出展者募集
くらし
　 不動産の入札案内
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老
人
医
療
証
の

交
付
申
請

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、11
月
１
日
か
ら
老
人
医
療（
医

療
費
の
助
成
）
制
度
の
受
給
資
格

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
医
療
証
の
交
付
申
請
（
代
理

申
請
可
）に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
11
月
中
に
満
65
歳
に
な
る
人
で

① 

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
所
持
の
人
）

② 

結
核
に
関
す
る
医
療
を
受
け
て

い
る
人（
患
者
票
所
持
の
人
）

③ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証(

特

定
疾
患
登
録
者
証
含
む
）
を
持

っ
て
い
る
人

④ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

昭
和
12
年
11
月
2
日
〜
昭
和
14

年
10
月
31
日
生
ま
れ
の
人
で

①
19
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯

② 

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
所
持
の
人
）

③ 

結
核
に
関
す
る
医
療
を
受
け
て

い
る
人（
患
者
票
所
持
の
人
）

④ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証(

特

定
疾
患
登
録
者
証
含
む
）
を
持

っ
て
い
る
人

⑤ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

※ 

②
〜
⑤
に
該
当
の
人
は
、
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

持 

ち
物　

健
康
保
険
証
、
そ
れ
ぞ

れ
該
当
を
証
明
す
る
も
の
（
患

者
票
な
ど
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

22
日
（
月
）
か
ら
市
民
総
合
窓

口
担
当

環　
境

環
境
フ
ェ
ス
タ
in
交
野

出
展
者
募
集

　

 

環
境
問
題
の
こ
と
を
わ
か
り

や
す
く
伝
え
、
地
域
で
の
環
境
保

全
活
動
の
交
流
と
推
進
を
目
的
と

し
て
、
第
３
回
と
な
る
「
環
境
フ

ェ
ス
タ
in
交
野
２
０
０
８
」
を
開

催
し
ま
す
。日
ご
ろ
環
境
に
関
す

る
活
動
を
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん

の
展
示
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

20
年
３
月
２
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

〈
準
備
は
３
月
１
日（
土
）〉

と
こ
ろ　

星
の
里
い
わ
ふ
ね

出
展
料　

無
料

定 

数
（
予
定
）　

60
ブ
ー
ス
（
間
口

２
・
４
㍍
×
奥
行
き
１
・
２
㍍
×

高
さ
１
・
８
㍍
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

26
日
（
金
）
ま
で
に
環
境
フ
ェ

ス
タ
事
務
局（
環
境
保
全
課
内
）

マ
イ
バ
ッ
グ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

市
と
「
交
野
市
ご
み
減
量
化
・

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
市
民
会
議
」（
交

野
市
４
Ｒ
市
民
会
議
）は
、マ
イ
バ

ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

▽ 

10
月
５
日
（
金
）
午
前
11
時
〜

＝
ス
ー
パ
ー
ラ
ッ
キ
ー
交
野
店

▽ 

10
月
５
日
（
金
）
午
後
３
時
30

分
〜
＝
イ
ズ
ミ
ヤ
㈱
交
野
店

第
３
回
か
た
の

環
境
講
座
２
０
０
７

と 　

き　

10
月
13
日
（
土
）
午
後

２
時
〜

と 

こ
ろ　

大
阪
市
立
大
学
理
学
部

附
属
植
物
園　

講
義
室

テ 

ー
マ　
「
暮
し
が
作
る
水
の
汚

れ
」か
し
こ
い
洗
濯
の
た
め
に

内 　

容　

簡
単
な
実
験
を
と
お
し

て
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
の
水

を
考
え
ま
す

※ 
希
望
者
に
、
午
後
１
時
か
ら
園

内
観
察
を
開
催
し
ま
す
。

対　

象　

大
人

定　

員　

先
着
50
人

参
加
費　

無
料

※ 

入
園
料
３
５
０
円
が
必
要
で
す

（
中
学
生
以
下
は
無
料
）。

講 　

師　

日
本
環
境
学
会
会
員　

中
村
寿
子
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

１
日（
月
）か
ら
環
境
保
全
課

く
ら
し

１
時
30
分

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
３
階　

小

会
議
室

■
物
件
１（
地
目
＝
宅
地
）

場 　

所　

倉
治
６
丁
目
１
２
９
３

－

７

面　

積　

２
２
７
・
11
平
方
㍍

最
低
売
却
価
格　

２
４
０
４
万
円

用 

途
地
域　

第
一
種
中
高
層
住
居

専
用
地
域

■
物
件
２（
地
目
＝
宅
地
）

場 　

所　

倉
治
７
丁
目
２
４
２
３

－

26
他
１
筆

面 　

積　

２
２
７
・
42
平
方
㍍

最
低
売
却
価
格　

２
６
０
０
万
円

用 

途
地
域　

第
二
種
中
高
層
住
居

専
用
地
域

入
札
要
領
の
配
布

▽ 

配
布
期
間
＝
10
月
１
日
（
月
）

〜
24
日
（
水
）
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
30
分
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

▽ 

配
布
場
所
＝
市
役
所
本
館
２
階

企
画
財
政
室
管
財
担
当
、
市
役

所
別
館
２
階
土
地
開
発
公
社
内

企
画
財
政
室
公
有
地
担
当

▽ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝
財
政
健
全
化

担
当
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.city.katano.osaka.j

p/kakka/zaiken

）

問 

い
合
わ
せ　

企
画
財
政
室
公
有

地
担
当

不
動
産
の
入
札
案
内

　

市
は
、
次
の
不
動
産（
土
地
）の

一
般
競
争
入
札
を
行
い
ま
す
。

と 　

き　

11
月
６
日
（
火
）
午
後

配布予定の
マイバッグ

内 　

容　

店
頭
で
啓
発
チ
ラ
シ
、

啓
発
物
品（
マ
イ
カ
ゴ
バ
ッ
グ
）

を
配
布
し
、「
ノ
ー
! !
レ
ジ
袋
」

「
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
」
を
呼
び

か
け
る

※ 

啓
発
物
品
が
な
く
な
り
次
第
終

了
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

循
環
型
社
会
推
進
室

※各問い合わせ電話番号は、10ページの「電話番号案内」を参照してください。
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く
ら
し

くらし
　 公共下水道へ接続してください
　 行政相談週間
　 行政書士無料相談会
　 秋の山地自然を守る運動
　 秋の山火事予防運動
　 枚方警察署からのお知らせ
　 住民自治講座
　 検察審査員にご協力を

※広告の掲載については㈱宣成社（℡06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。

公
共
下
水
道
へ

接
続
し
て
く
だ
さ
い

　

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い

る
地
域
の
家
屋
は
、
下
水
道
法
で

汲
み
取
り
式
ト
イ
レ
は
３
年
以
内

に
、
浄
化
槽
に
よ
る
ト
イ
レ
も
す

み
や
か
に
下
水
道
に
接
続
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
汲
み
取
り
式
ト
イ
レ
を
水
洗
ト

イ
レ
に
改
造
し
な
い
と
、
下
水
道

法
に
よ
り
30
万
円
以
下
の
罰
金
が

課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■ 

家
庭
か
ら
出
る
汚
水
は
公
共
下

水
道
へ

　

家
庭
か
ら
出
る
汚
水
を
直
接
側

溝
や
水
路
に
流
す
と
川
や
海
を
汚

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
へ
流
す
こ
と
で
し

尿
や
汚
水
は
下
水
処
理
場
で
き
れ

い
な
水
に
な
っ
て
河
川
に
放
流
さ

れ
、
水
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
ま

す
。
１
日
で
も
早
く
水
洗
化
工
事

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

排
水
設
備
工
事
は
指
定
工
事
店

で

　

最
近
、
市
指
定
工
事
店
以
外
の

業
者
に
よ
る
水
洗
化
工
事
で
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
は
、
必
ず
市
指
定

工
事
店
で
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん

制
度

　

汲
み
取
り
式
ト
イ
レ
か
ら
水
洗

ト
イ
レ
へ
の
改
造
工
事
（
浄
化
槽

か
ら
の
改
造
も
含
む
）
に
つ
い
て
、

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

遅
滞
な
く
返
済
を
完
了
す
る

と
、利
息
分
を
市
が
補
助
し
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

取 

扱
銀
行　

近
畿
大
阪
銀
行
交
野

支
店
、り
そ
な
銀
行
枚
方
支
店

融 

資
限
度
額　

70
万
円（
た
だ
し
、

工
事
見
積
額
以
内
）

借
入
利
息　

年
３
・
５
％

支 

払
方
法　

12
回
・
24
回
・
36
回
・

48
回
の
月
払
い
の
い
ず
れ
か

保 

証
人　

府
内
に
在
住
し
、
借
入

人
と
別
居
で
支
払
い
能
力
の
あ

る
人

必 

要
書
類　

申
込
書
２
通
、
印
鑑

証
明
書
（
借
入
人
と
保
証
人
の

各
１
通
）、
納
税
証
明
書
（
借
入

人
の
市
・
府
民
税
と
固
定
資
産

税
を
各
１
通
）

問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課

行
政
相
談
週
間

　

10
月
15
日（
月
）か
ら
21
日（
日
）

は「
行
政
相
談
週
間
」で
す
。

　

総
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
行

政
相
談
委
員
が
相
談
会
を
開
設
し

ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
暮
ら
し
の
中
や
、
官

公
庁
の
仕
事
な
ど
で
「
困
っ
た
」

「
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
」
な

ど
の
相
談
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■ 

市
内
の
行
政
相
談
委
員（
敬
称
略
）

▽ 

堂
野
孝
（
星
田
２

－

15

－

21　

℡
８
９
１･

５
７
９
８
）

▽
大
矢
揚
一
（
私
部
１

－

１

－

26

　

℡
８
９
１･

１
１
４
６
）

■ 

特
設
行
政
相
談

と 　

き　

10
月
19
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
２
階　

相

談
室

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
広
聴
広

報
担
当

行
政
書
士
無
料
相
談
会

と 　

き　

10
月
14
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

と 

こ
ろ　

近
鉄
百
貨
店
枚
方
店
１

階
内 　

容　

遺
言
・
相
続
、
内
容
証

明
、
示
談
書
作
成
な
ど
（
予
約

不
要
）

参
加
費　

無
料

問 
い
合
わ
せ　

行
政
書
士
会
枚
方

支
部（
℡
８
５
３
・
２
６
５
１
）

［広告］
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秋
の
山
地
自
然
を

守
る
運
動

　

市
山
地
対
策
協
議
会
は
、「
ご

み
捨
て
ぬ
心
が
育
て
る
豊
か
な
自

然
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
10
月
１
日

（
月
）か
ら
11
月
30
日（
金
）ま
で
、

「
秋
の
山
地
自
然
を
守
る
運
動
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
捨
て
な
い
だ
け
で
な

く
、
ご
み
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
心

が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
自
主
的
な
持
ち

帰
り
と
清
掃
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実

施
し
、
運
動
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
グ
ル
ー
プ
・
団
体
に
は
、
協

議
会
か
ら
ご
み
袋
を
お
渡
し
し
ま

す
。

問 

い
合
わ
せ　

同
協
議
会
事
務
局

（
市
長
公
室
市
民
活
動
推
進
担

当
）

秋
の
山
火
事
予
防
運
動

　

市
消
防
本
部
で
は
、
10
月
７
日

（
日
）か
ら
11
月
４
日（
日
）ま
で
、

日
曜
・
祝
日
を
重
点
に
「
伝
え
た

い　

森
の
や
さ
し
さ　

火
の
こ
わ

さ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
山
林
パ
ト

ロ
ー
ル
や
駅
前
広
報
を
実
施
し
、

ハ
イ
カ
ー
に
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

禁
止
な
ど
を
呼
び
か
け
ま
す
。山

火
事
予
防
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

枚
方
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
全
国
地
域
安
全
運
動

　

10
月
11
日
（
木
）
〜
20
日
（
土
）

は
、
全
国
地
域
安
全
運
動
期
間
で

す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
と
一
体
と
な

っ
て
犯
罪
を
な
く
し
、
安
全
を
守

っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

枚
方
警
察
署
で
は
、
次
の
こ
と
を

重
点
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

▽ 

ひ
っ
た
く
り
、
自
転
車
盗
な
ど

街
頭
犯
罪
の
被
害
防
止

▽ 

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
活
動

の
推
進

▽ 

空
き
巣
な
ど
住
宅
を
対
象
と
す

る
侵
入
窃
盗
の
被
害
防
止

　

運
動
期
間
中
は
、
市
内
で
つ
ぎ

の
催
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■ 

ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー
無
料

取
り
付
け

と 　

き　

10
月
12
日
（
金
）
午
後

２
時
〜

と 

こ
ろ　

関
西
ス
ー
パ
ー
河
内
磐

船
店

定　

員　

先
着
１
０
０
人

※
自
転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
地
域
安
全
パ
レ
ー
ド

と 　

き　

10
月
13
日
（
土
）
午
前

10
時
〜

と 

こ
ろ　

市
役
所
か
ら
イ
ズ
ミ
ヤ

㈱
交
野
店

■
地
域
安
全
駅
前
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と 　

き　

10
月
15
日
（
月
）
午
後

５
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

河
内
磐
船
駅
周
辺

問 

い
合
わ
せ　

枚
方
警
察
署
（
℡  

８
４
５
・
１
２
３
４
）

住
民
自
治
講
座

　

市
は
、
住
民
自
治
を
学
ぶ
た
め

に
、職
員
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
研
修
に
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
回
目
と
な
る
今
回
は
、
自
治

基
本
条
例
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と 　

き　

10
月
29
日
（
月
）
午
後

３
時
〜
５
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
３
階　

中

会
議
室

テ 

ー
マ　
「
岸
和
田
市
自
治
基
本

条
例
〜
市
民
自
治
都
市
の
実
現

に
向
け
て
〜
」

講 　

師　

岸
和
田
市
企
画
課
長　

西
川
照
彦
さ
ん

申 

し
込
み　

直
接
会
場
（
予
約
不

要
）

問 

い
合
わ
せ　

企
画
財
政
室
企
画

担
当

検
察
審
査
員
に
ご
協
力
を

　

交
通
事
故
や
犯
罪
の
被
害
に
あ

っ
て
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た

の
に
、
検
察
官
が
被
疑
者
（
加
害

者
）を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
と
き
、

そ
の
不
起
訴
処
分
が
正
し
か
っ
た

か
ど
う
か
を
審
査
す
る
の
が
検
察

審
査
会
で
す
。

　

審
査
は
、
選
挙
権
を
持
つ
人
の

中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
11
人
の

審
査
員
が
審
査
し
ま
す
。審
査
員

に
選
ば
れ
た
と
き
は
、
市
民
の
代

表
と
し
て
の
仕
事
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
第
一
、
第

二
検
察
審
査
会
事
務
局
（
℡  

06
・
６
３
６
３
・
１
２
８
１
）

［広告］

広報紙に広告を載せませんか
　「広報かたの」は事業所や自営業者のみなさん
から有料広告を募集します。
　希望する広告主は、次の取り扱い業者に直接
お問い合わせください。
広告の大きさ　1枠＝縦45㍉×横84㍉
※2枠を一体的に使うこともできます。
問い合わせ　㈱宣成社（℡   06・6222・7999）

※各問い合わせ電話番号は、10ページの「電話番号案内」を参照してください。
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く
ら
し

くらし
　 国の教育・事業ローン
　 まちづくりラウンドテーブル
　 金融・経済講演会
　 成人識別たばこ自動販売機
　 映画「裁判員」上映会
しごと
　 就労支援セミナー
　 就労支援相談をご存じですか
　 仕事と家庭を考えるセミナー
　 三市合同就職面接会
　 事業資金融資制度が変わります

国
の
教
育
・

事
業
ロ
ー
ン

■
教
育
ロ
ー
ン

使 　

途　

入
学
金
・
授
業
料
や
家

賃
な
ど
、
入
学
時
や
在
学
中
に

必
要
な
費
用

対 　

象　

融
資
対
象
の
学
校
に
入

学
・
在
学
す
る
人
の
保
護
者
で
、

世
帯
の
年
収
が
９
９
０
万
円

（
事
業
所
得
者
は
７
７
０
万
円
）

以
内
の
人

限 

度
額　

学
生
1
人
に
つ
き
２
０

０
万
円

利 　

率　

年
２
・
50
％
（
８
月
10

日
現
在
）

返 

済
期
間　

10
年
以
内
（
在
学
期

間
内
で
元
金
据
え
置
き
可
能
）

■
事
業
ロ
ー
ン

使 　

途　

事
業
に
必
要
な
運
転
資

金
・
設
備
資
金

限
度
額　

４
８
０
０
万
円

利 　

率　

年
２
・
60
％
（
８
月
10

日
現
在
）

返 

済
期
間　

運
転
資
金
5
年
以

内
、設
備
資
金
10
年
以
内

※ 

用
途
や
返
済
期
間
に
よ
り
異
な

る
利
率
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※ 

他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
貸
し
付

け
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
金
融
相
談

　

新
規
に
事
業
を
始
め
る
人
へ
の

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と 　

き　

毎
週
水
曜
日
午
前
９
時

〜
午
後
４
時（
予
約
制
）

問 

い
合
わ
せ　

国
民
生
活
金
融
公

庫
守
口
支
店
（
℡
06
・
６
９
９

３
・
６
１
２
１
）

ま
ち
づ
く
り

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

　

み
ん
な
で
テ
ー
マ
を
持
ち
寄
っ

て
、
参
加
者
の
目
的
に
応
じ
て
活

用
し
あ
う
話
し
合
い
の
場
で
す
。

ぜ
ひ
お
寄
り
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

10
月
28
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

集
団
指
導
室

話 

題
提
供　

木
本
た
つ
子
さ
ん
＝

「
あ
な
た
に
も
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
あ
れ
こ
れ
」

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
市
民
活

動
推
進
担
当

金
融
・
経
済
講
演
会

と 　

き　

10
月
31
日
（
水
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

と 
こ
ろ　

ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
７
階

ホ
ー
ル
（
大
阪
市
中
央
区
大
手

前
１

－

３

－

49
）

テ 

ー
マ　
「
情
報
の
正
し
い
判
断

〜
報
道
現
場
か
ら
〜
」

定 　

員　

５
０
０
人
（
入
場
券
を

郵
送
）

参
加
費　

無
料

講 　

師　

読
売
テ
レ
ビ
・
解
説
委

員　

辛
坊
治
郎
さ
ん

申 

し
込
み　

は
が
き
か
フ
ァ
ク

ス
に
①
開
催
日
②
郵
便
番
号

③
住
所
④
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

⑤
電
話
番
号
⑥
質
問
事
項
（
あ

る
人
の
み
）
⑦
こ
の
講
演
会
を

何
で
知
っ
た
か
を
記
入
し
、
〒

５
３
０

－

８
６
６
０
大
阪
市

北
区
中
之
島
２

－

１

－

45　

日
本
銀
行
大
阪
支
店
内
大
阪
府

金
融
広
報
委
員
会
事
務
局

問 

い
合
わ
せ　

同
事
務
局
（
℡

06
・
６
２
０
６
・
７
７
４
８　

℻
06
・
６
２
３
３
・
６
０
８
０
）

成
人
識
別
た
ば
こ
自
動

販
売
機
に
変
わ
り
ま
す

　

未
成
年
者
喫
煙
防
止
の
た
め
、

20
年
７
月
ま
で
に
、
全
国
の
た
ば

こ
自
動
販
売
機
は
「
成
人
識
別
た

ば
こ
自
動
販
売
機
」
に
変
わ
り
ま

す
。

　

成
人
識
別
た
ば
こ
自
動
販
売
機

で
た
ば
こ
を
購
入
す
る
に
は
、
購

入
者
が
成
人
で
あ
る
こ
と
を
確

認
・
審
査
し
た
上
で
発
行
さ
れ
る

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「ta

sp
o

（
タ
ス

ポ
）」が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

交
野
市
は
、
20
年
６
月
導
入
予

定
で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

㈳
日
本
た
ば
こ
協

会
（
℡
03
・
５
４
０
８
・
１
４

５
２
）

映
画「
裁
判
員
」上
映
会

　

21
年
か
ら
始
ま
る
裁
判
員
裁
判

を
描
い
た
映
画
「
裁
判
員
」
の
上

映
会
を
開
催
し
ま
す
。

と 　

き　

11
月
10
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

と 

こ
ろ　

門
真
市
民
文
化
会
館
ル

ミ
エ
ー
ル
ホ
ー
ル
（
門
真
市
末

広
町
29

－

１
）

内 　

容　

映
画
「
裁
判
員
」
の
上

映
と
、
現
役
の
裁
判
官
に
よ
る

裁
判
員
制
度
の
解
説

定　

員　

先
着
50
人

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

大
阪

地
方
裁
判
所
総
務
課
（
℡
06
・

６
３
６
３
・
１
２
８
１
）
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し
ご
と

事
業
資
金
融
資
制
度
が

変
わ
り
ま
す

　

10
月
１
日
か
ら
信
用
補
完
制
度

の
見
直
し
に
伴
い
、
大
阪
府
お
よ

び
市
融
資
制
度
の
内
容
も
変
わ
り

ま
す
。

　

各
制
度
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■ 

中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
（
10

月
１
日
現
在
）

融
資
額　

３
０
０
万
円
以
下

返
済
期
間　

60
ヶ
月
以
内

返 

済
方
法　

毎
月
均
等
分
割
返
済

貸
付
利
率　

年
２
・
０
％

※ 

別
途
信
用
保
証
料
が
必
要
で
す

（
信
用
保
証
協
会
が
定
め
る
金

額
）。

受 

付
期
間　

10
月
１
日
〜
20
年
３

月
31
日

■
保
証
料
補
助（
納
税
条
件
あ
り
）

市 

制
度
融
資　

保
証
料
支
払
い
額

の
１
０
０
％
補
助（
限
度
額
あ
り
）

対 　

象　

市
内
に
事
業
所
を
有

し
、
か
つ
代
表
者
の
居
住
地
が

交
野
市
内
で
あ
る
こ
と

※ 

府
融
資
制
度
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

■ 

緊
急
特
別
対
策
利
子
補
給
制
度

の
廃
止

　
「
市
制
度
融
資
」
に
対
す
る
利

子
支
払
い
額
の
一
部
補
給
は
、
12

月
末
日
（
府
中
小
企
業
信
用
保
証

協
会
の
最
終
受
付
日
）
を
も
っ
て

廃
止
し
ま
す
。た
だ
し
9
月
30
日

現
在
で
返
済
中
の
方
ま
た
は
10
月

1
日
以
降
、
廃
止
ま
で
に
受
け
付

け
し
た
方
は
完
済
ま
で
補
給
し
ま

す
（
補
給
率
、
補
給
期
間
は
現
行

ど
お
り
で
す
）。

■ 

府
中
小
企
業
者
向
け
事
業
資
金

融
資（
10
月
1
日
現
在
）

　

府
制
度
融
資
制
度
の
一
部
に
つ

い
て
も
相
談
お
よ
び
受
け
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
２
条

第
４
項
各
号
の
認
定
申
請

　

府
融
資
制
度「
経
営
安
定
資
金
」

に
添
付
書
類
と
し
て
認
定
書
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

10
月
１
日
か
ら
、
認
定
書
７
〜

８
号
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

※ 

原
則
、
本
店
登
記
地
が
交
野
市

内
の
事
業
者
に
限
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

仕
事
と
家
庭
を

考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

と 　

き　

10
月
12
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

と 

こ
ろ　

プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
2

階
「
鳳
凰
の
間
」（
大
阪
市
中
央

区
大
手
前
３

－

１

－

43
）

内 　

容　

講
演
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

三
市
合
同
就
職
面
接
会

と　

き　

10
月
22
日（
月
）

と 

こ
ろ　

寝
屋
川
市
立
市
民
会
館

（
寝
屋
川
市
秦
町
41

－

１
）

内　

容

▽ 

合
同
面
接
会
・
各
種
相
談
会
＝

午
後
１
時
〜
４
時

▽ 
応
募
書
類
チ
ェ
ッ
ク
相
談
＝
午

前
11
時
〜
正
午

▽ 

再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
＝
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

▽ 

ス
ー
パ
ー
現
役
創
出
事
業
セ
ミ

ナ
ー
＝
午
前
10
時
〜
正
午

▽ 

高
齢
者
雇
用
地
域
セ
ミ
ナ
ー
＝

午
後
２
時
〜
４
時

参
加
費　

無
料

持 

ち
物　

筆
記
用
具
、履
歴
書（
面
接

を
受
け
る
会
社
の
数
だ
け
必
要
）

主 　

催　

交
野
市
、
枚
方
市
、
寝

屋
川
市
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
枚
方
、

府
総
合
労
働
事
務
所

問 

い
合
わ
せ　

枚
方
雇
用
開
発

協
会
（
℡  
８
４
３
・
５
３
０
７
）

か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
枚
方
（
℡  

８
４
１
・
３
３
６
３
）
か
、
商
工

観
光
課

就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

こ
れ
か
ら
面
接
を
受
け
よ
う

と
思
っ
て
い
る
人
、
面
接
を
受
け

て
も
な
か
な
か
採
用
さ
れ
な
い
人

は
、
こ
の
講
座
を
受
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

と 　

き　

10
月
15
日
（
月
）・
16

日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午
後
4

時
と
こ
ろ　

武
道
館

テ 

ー
マ　
「
履
歴
書
の
書
き
方
、

面
接
の
受
け
方
」

内 　

容

▽ 

１
日
目 

＝
履
歴
書
な
ど
を
パ
ソ

コ
ン
で
作
成（
パ
ソ
コ
ン
基
礎
）

▽ 

２
日
目
＝
履
歴
書
な
ど
を
作
成

（
書
き
方
）
お
よ
び
対
策
、
面
接

の
受
け
方

対　

象　

市
内
在
住
の
人

就
労
支
援
相
談
を

ご
存
じ
で
す
か

　

就
労
支
援
相
談
は
、
専
門
の
相

談
員
が
相
談
者
に
応
じ
た
仕
事
探

し
の
方
法
や
心
構
え
な
ど
に
つ
い

て
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
資
格
・
技
能

取
得
講
座
の
紹
介
、
履
歴
書
の
書

き
方
、
面
接
の
受
け
方
な
ど
、
就

労
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

と　

き　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

▽
月
曜
日
＝
午
後
１
時
〜
４
時

▽ 

水
・
金
曜
日
＝
午
前
10
時
〜
正

午
、午
後
１
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
本
館
２
階　

就

労
支
援
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
の
た
め
の

企
業
の
取
組
」、
事
例
発
表
「
働

き
続
け
や
す
い
会
社
と
は
」

定　

員　

先
着
２
５
０
人

参
加
費　

無
料

講 　

師　

大
阪
労
働
局
雇
用
均
等

室
長　

峯
岸
と
も
子
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

㈶

21
世
紀
職
業
財
団
大
阪
事
務
所

（
℡  
06
・
６
２
６
２
・
２
１
５
１
）

定　

員　

先
着
10
人

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

1
日（
月
）か
ら
商
工
観
光
課

※各問い合わせ電話番号は、10ページの「電話番号案内」を参照してください。
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調　
査

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

赤
ち
ゃ
ん
の
心
と
体
を
健
や
か

に
す
る
方
法
に
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ

ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。一
度
体
験
し

て
、
日
ご
ろ
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
に

役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

10
月
28
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
11
時
40
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

学
び
の
部
屋

対 　

象　

２
〜
６
か
月
の
乳
児
を

持
つ
保
護
者

定　

員　

先
着
20
人

持 

ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
２
枚
・
着

替
え
・
子
ど
も
に
必
要
な
も
の

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

３
日（
水
）か
ら
健
康
増
進
課

読
み
聞
か
せ
、
工
作
遊
び
ブ
ー

ス
や
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
コ
ー
ナ

ー
な
ど

※ 

会
場
内
で
の
飲
食
は
禁
止
で

す
。

対 　

象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

や
家
族
、妊
娠
中
の
人

持 

ち
物　

上
靴
・
下
靴
を
入
れ
る

袋
、水
筒
、タ
オ
ル
な
ど

主 　

催　

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
テ
ィ
ン
ク
ル
」

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
７ 

in 

交
野

と 　

き　

10
月
23
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

　

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
・
会
議
室

内 　

容　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
紹

介
、
育
児
支
援
情
報
の
紹
介
、

身
体
測
定
、
育
児
相
談
、
絵
本

子
育
て

申 

し
込
み　

履
歴
書
と
資
格
を
証

明
す
る
も
の
（
コ
ピ
ー
可
）
を

同
封
し
、
〒
５
７
６

－

８
５

０
１　

こ
ど
も
室
「
講
座
託
児

者
登
録
」
宛

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
室

保
育
者
の
登
録
募
集

　

こ
ど
も
室
が
行
う
子
育
て
支
援

講
座
で
、
別
室
で
乳
幼
児
を
保
育

し
て
く
れ
る
人
の
登
録
を
募
集
し

ま
す
。

対 　

象　

保
育
士
ま
た
は
保
育
サ

ポ
ー
タ
ー

賃　

金　

時
給
１
０
０
０
円

14
日（
水
）〈
必
着
〉に
、
必
要
事

項
を
記
入
し
た
申
込
書
を
持
参

ま
た
は
配
達
記
録
郵
便
で
同
協

議
会

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
協
議
会
職
員

対 　

象　

昭
和
54
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、
社
会
福
祉
士
の

資
格
を
持
っ
て
い
る
人

募
集
人
数　

１
人

第
１
次
試
験
日　

11
月
25
日（
日
）

要
綱
・
申
込
書
の
配
布

▽ 

配
布
期
間
＝
10
月
22
日
（
月
）

か
ら

▽ 

配
布
場
所
＝
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ

ー
３
階
社
会
福
祉
協
議
会
、
市

役
所
本
館
１
階
受
付
、
星
田
出

張
所

▽ 
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
＝
封

筒
に
「
試
験
申
込
書
請
求
」
と

朱
書
き
し
、
①
郵
便
番
号
②
住

所
③
氏
名
を
記
入
し
て
４
３
０

円
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒

（
縦
23
・
５
㌢
×
横
12
㌢
程
度
）

を
同
封
し
、
〒
５
７
６

－

０
０

３
４　

天
野
が
原
町
５

－

５

－

１　

社
会
福
祉
協
議
会

申 

し
込
み　

11
月
１
日
（
木
）
〜

求　
人

就
業
構
造
基
本
調
査
に

ご
協
力
を

　

総
務
省
統
計
局
は
、
10
月
１
日

現
在
で
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
デ

ー
タ
は
、
国
や
都
道
府
県
が
実
施

す
る
雇
用
政
策
お
よ
び
経
済
政
策

な
ど
の
企
画
・
立
案
を
行
う
上
で

重
要
な
指
標
と
し
て
利
用
さ
れ
ま

す
。

　

調
査
は
、
全
国
の
世
帯
か
ら
統

計
的
手
法
に
よ
り
選
定
し
た
45

万
世
帯
が
対
象
で
、
交
野
市
で
は

約
１
４
０
世
帯
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に

は
、
統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
員
は
、
就
業
構
造

基
本
調
査
の
調
査
員
証
を
携
帯
し

て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

企
画
財
政
室
統
計

担
当

調　査
　 就業構造基本調査
求　人
　 保育者の登録募集
　 社会福祉協議会職員
子育て
　 キッズフェスタ 2007
 　ベビーマッサージ
　 わんぱく教室
　 歯ッピー教室
　 ピヨピヨ離乳食講習会
　 パクパク離乳食講習会
　 ぽっぽちゃん講座
　 赤ちゃん訪問をご利用ください
健　康
　 40 歳からの健康週間
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40
歳
か
ら
の
健
康
週
間

　

10
月
８
日（
祝
）〜
14
日（
日
）は

「
40
歳
か
ら
の
健
康
週
間
」で
す
。

　

健
や
か
な
老
後
を
迎
え
る
た
め

に
は
、
壮
年
期
か
ら
の
健
康
的
な

生
活
習
慣
の
確
立
が
必
要
で
す
。

健
康
診
査
を
受
診
し
、
健
康
管
理

に
役
立
て
て
生
活
習
慣
病
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

健　
康

① 

母
子
健
康
手
帳
の
巻
末
に
つ
い

て
い
る
は
が
き（
出
生
連
絡
票
）

を
郵
送

② 

電
話
ま
た
は
①
の
は
が
き
を
フ

ァ
ク
ス
で
健
康
増
進
課

③ 

窓
口
（
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１

階
健
康
増
進
課
・
社
会
福
祉
課
、

市
役
所
本
館
１
階
市
民
課
・
市

民
総
合
窓
口
担
当
・
こ
ど
も
室
、

星
田
出
張
所
）

④ 

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
依
頼
用
紙
（
③

の
窓
口
で
配
布
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
で
健
康

増
進
課
（
℻  
８
９
２
・
０
５
２

５
）

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

今
ま
で
、「
新
生
児
訪
問
指
導
」

と
し
て
、
生
後
１
か
月
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
を
訪
問
し
、
子
育
て
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
が
、「
赤

ち
ゃ
ん
訪
問
」と
名
前
を
変
更
し
、

対
象
者
も
生
後
４
か
月
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
に
拡
大
し
ま
す
。

　

ご
利
用
は
、
親
も
赤
ち
ゃ
ん
も

新
し
い
生
活
に
慣
れ
て
い
な
い
生

後
２
か
月
ま
で
が
望
ま
し
い
で
す

が
、
ご
都
合
の
良
い
時
期
に
訪
問

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

費　

用　

無
料

申 
し
込
み　

次
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
申
し
込
み

10
時
〜
正
午

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

は
い
は
い
期
（
お
お
む

ね
生
後
９
か
月
〜
12
か
月
）
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※ 

以
前
に
、
は
い
は
い
期
で
参
加

し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
参
加
で

き
ま
せ
ん
。

定　

員　

20
組

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

９
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

ぽ
っ
ぽ
ち
ゃ
ん
講
座

　

親
同
士
で
、
子
ど
も
の
発
達
の

道
筋
と
、
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
遊

び
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と 　

き　

11
月
16
日
（
金
）
午
前

パ
ク
パ
ク

離
乳
食
講
習
会

と 　

き　

10
月
23
日
（
火
）
午
後

１
時
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

調
理
実
習
室
２

対 　

象　

６
〜
18
か
月
の
乳
幼
児

を
持
つ
保
護
者

※ 

託
児
が
あ
り
ま
す
。必
要
な
も

の（
バ
ス
タ
オ
ル
、
ミ
ル
ク
、
飲

み
物
〈
お
茶
な
ど
〉、
お
む
つ
な

ど
）は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

定 　

員　

先
着
20
人

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、

筆
記
用
具

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

５
日（
金
）か
ら
健
康
増
進
課

用
具

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

ピ
ヨ
ピ
ヨ

離
乳
食
講
習
会

と　

き　

11
月
６
日（
火
）

①
午
後
２
時
30
分
〜

②
午
後
３
時
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

２
〜
６
か
月
の
乳
児
を

持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

歯
ッ
ピ
ー
教
室

と 　

き　

11
月
１
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

親
子
健
康
教
室

対 　

象　

1
歳
前
後
の
前
歯
が
生

え
そ
ろ
っ
て
い
る
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

定　

員　

10
組（
予
約
制
）

費　

用　

１
０
０
円

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

16
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

第
４
期
わ
ん
ぱ
く
教
室

と
き
・
コ
ー
ス
・
対
象

▽ 

火
曜
コ
ー
ス　

10
月
30
日（
火
）

〜
12
月
11
日
（
火
）
の
毎
週
火

曜
日
＝
13
年
４
月
２
日
〜
17
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
と

保
護
者

▽ 

水
曜
コ
ー
ス　

10
月
31
日（
水
）

〜
12
月
12
日
（
水
）
の
毎
週
水

曜
日
＝
17
年
４
月
２
日
〜
18
年

９
月
30
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
と

保
護
者

※ 

い
ず
れ
も
時
間
は
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
で
す
。

と 

こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
星
田
３

－

10

－

８　

星
田
保

育
園
内
）

定　

員　

各
12
組

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
。初
参
加

の
人
や
第
１
子
を
優
先
し
ま
す
。

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
保

護
者
と
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
②
生
年
月
日
・
年
齢
・

性
別
③
郵
便
番
号
・
住
所
④

電
話
番
号
⑤
兄
・
姉
の
有
無
、

連
れ
て
く
る
弟
・
妹
の
有
無

と
年
齢
を
記
入
し
、
10
月
13
日

（
土
）〈
必
着
〉
で
〒
５
７
６

－
０
０
１
６　

星
田
３

－

10

－

８　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
わ

ん
ぱ
く
教
室
係

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡  

８
９
１
・
１
７
９
３
）

※各問い合わせ電話番号は、10ページの「電話番号案内」を参照してください。
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健　
康

　介護予防とは、「介護が必要な状態にならないよう
にすること」または「要介護状態であっても、それ
以上悪化しないようにすること」を言います。
　今は大丈夫と思っていても、気付いたときには、
寝たきりにつながる「危険な老化」に陥っているこ
とがよくあります。
　危険な老化の兆しとしては、「よくつまづくように
なった」「汁物を飲むとむせる」「目にみえて体重が
減った」「もの忘れが目立つ」などがあります。これ
らの多くは、生活が単調で不活発になるために起こ
ります。
　普段から身のまわりのことは自分で行い、規則正
しい生活習慣を身につけることが大切です。
　危険な老化を予防し、できるだけ自立した生活を
送れるよう、介護予防に努めましょう。
問い合わせ　健康増進課

耳より健康コラム
「介護予防」活動的な85歳を目指して

元
気
ア
ッ
プ
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座（
基
礎
編
）

　
「
介
護
予
防
」
を
知
り
、
地
域
で

活
か
す
コ
ツ
を
学
ぶ
連
続
講
座
で

す
。

と 　

き　

11
月
15
日
（
木
）
〜
12

月
20
日
（
木
）
の
毎
週
木
曜
日

午
後
２
時
〜
３
時
45
分
（
全
６

回
）

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

内 　

容　

介
護
予
防
に
関
す
る
こ

と
（
運
動
・
栄
養
・
認
知
症
・

生
活
習
慣
病
・
地
域
活
動
な
ど
）

対 　

象　

介
護
予
防
に
興
味
が
あ

り
、
原
則
、
全
て
の
講
座
に
参

加
で
き
る
人

定　

員　

先
着
60
人

※ 「
基
礎
編
」
を
修
了
し
た
人
は
、

実
践
的
な
技
術
を
学
ぶ
「
応
用

編
」
の
受
講
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

９
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

認
知
症
・
う
つ
病

予
防
講
演
会

と 　

き　

10
月
17
日
（
水
）
午
後

２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

テ 

ー
マ　
「
脳
を
若
々
し
く
」（
認

知
症
・
う
つ
病
予
防
に
つ
い
て
）

定　

員　

１
０
０
人

参
加
費　

無
料

講 　

師　

西
本
内
科
医
院
院
長　

西
本
光
廣
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

１
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

高
齢
者
体
力
測
定
相
談
会

と　

き　

11
月
５
日（
月
）

①
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

②
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

※ 

①
②
の
ど
ち
ら
か
を
指
定
し
て

く
だ
さ
い
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１

階　

作
業
療
法
室

内 　

容　

体
力
測
定
、
介
護
予
防

に
関
す
る
相
談
、
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
な
ど

対 　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人

定　

員　

各
15
人

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

１
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

乳
幼
児
の
健
診
と
相
談

　

子
ど
も
の
発
育
・
発
達
状
態

を
確
認
し
、
心
身
と
も
健
や
か
に

成
長
さ
れ
る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま

す
。

■
４
か
月
児
健
診

と　

き　

11
月
６
日（
火
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時

対 　

象　

19
年
６
月
11
日
〜
７
月

10
日
生
ま
れ
の
乳
児

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

と　

き　

10
月
16
日（
火
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時

対 　

象　

18
年
３
月
生
ま
れ
の
幼

児
■
３
歳
６
か
月
児
健
診

と　

き　

10
月
10
日（
水
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
〜
２
時

対 　

象　

16
年
３
月
生
ま
れ
の
幼

児
■
育
児
相
談

　

身
体
測
定
、育
児
、歯
、栄
養
の

相
談
や
遊
び
の
紹
介
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

と
き
・
対
象

① 

10
月
９
日
（
火
）
午
前
９
時
30

分
〜
10
時
30
分
＝
０
歳
児

② 

10
月
24
日
（
水
）
午
前
９
時
30

分
〜
10
時
30
分
＝
１
歳
児
以
上

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

健　康
　 高齢者体力測定相談会
　 認知症・うつ病予防講演会
　 乳幼児の健診と相談
　 元気アップサポーター養成講座
　 就学時健康診断
　 麻しん・風しん予防接種
　 インフルエンザ予防接種

  耳より健康コラム

元気アップ！
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65
歳
以
上
の
人
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

期 　

間　

10
月
15
日
（
月
）
〜
20

年
１
月
31
日（
木
）

と
こ
ろ　

下
表
の
医
療
機
関

対　

象　

市
内
在
住
で
、

①
満
65
歳
以
上
の
人

② 

満
60
歳
〜
64
歳
で
、
身
体
障
害

者
手
帳
に
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
機
能
の
障
が
い
や
、
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

機
能
障
が
い
で
1
級
の
記
載
が

あ
る
人

方　

法　

1
回
接
種（
予
約
制
）

費　

用　

１
０
０
０
円

※ 

生
活
保
護
世
帯
は
無
料
券
を
発

行
し
ま
す
。事
前
に
健
康
増
進
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

持 

ち
物　

年
齢
が
確
認
で
き
る
も

の
（
健
康
保
険
証
な
ど
）、
②
の

人
は
障
害
者
手
帳

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

病院・医院 住　　所 電話番号
明石クリニック 星田8－1－9 892・7137
尼子医院 私市8－14－3　 891・2050
いかい耳鼻咽喉科 森北1－22－6（6階） 810・8711
大景医院 妙見坂6－7－2 892・0467
大成整形外科 私部西1－8－1（2階） 892・6280
大山医院 森北1－22－6（2階） 810・2553
交野病院 私部2－11－38 891・0331
清田医院 星田西3－12－1 893・7351
小菓医院 星田5－10－5 891・2006
後藤医院 藤が尾4－3－15 892・9500
小林診療所 星田5－15－15 893・8484
さくらクリニック 幾野1－29－８ 891・5513
すえもり
クリニック 天野が原町2－28－18 891・6351

高田医院 松塚12－20 891・0631
多々内科
クリニック 森南1－9－5 895・2250

田中診療所 私部7－48－3 893・8811
寺嶋･塚田
こどもクリニック 天野が原町5－14－7 893・3141

病院・医院 住　　所 電話番号
中村クリニック 私市5－1－5 892・0455
西井医院 星田1－23－24 891・2213
西本内科医院 藤が尾3－16－2 810・8522
野村医院 倉治3－50－1 891・6100
はと産婦人科 藤が尾4－3－16 891・4103
福森医院 松塚12－21 891・4880
藤原産婦人科 梅が枝44－3 892・0341
藤原皮フ科 森北1－22－6（5階） 894・4112
宝田クリニック 私部8－3－5 891・3337
星田南病院 藤が尾3－5－1 891・3500
前谷クリニック 星田5－23－1 895・2990
松木整形外科 郡津3－11－1 891・8400
松吉医院 天野が原町2－29－3 892・7700
三宅医院 倉治8－5－6 893・0108
みやそう
耳鼻咽喉科

私部西1－33－25
（2階） 893・3876

山添医院 私部1－16－13 891・1025
山本整形外科 森北1－37－6 894・0102
よしだレディース
クリニック 森北 1－ 22－ 6（3階） 892・0230

　

就
学
時
健
康
診
断

　

20
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学

す
る
児
童
の
健
康
診
断
を
行
い
ま

す
。
こ
の
健
康
診
断
は
、
学
校
保

健
法
に
も
と
づ
き
、
就
学
予
定
者

に
あ
ら
か
じ
め
健
康
診
断
を
行

い
、
就
学
予
定
者
の
健
康
状
況
を

把
握
し
て
必
要
な
助
言
を
行
う
た

め
の
も
の
で
、
就
学
の
場
を
決
め

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

該
当
の
児
童
に
は
、
健
診
通
知

の
は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
。

と 

き
・
と
こ
ろ　

下
表
（
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
）

対 　

象　

13
年
４
月
２
日
〜
14
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
児
童

内 　

容　

歯
科
検
診
と
歯
科
カ
リ

オ
ス
タ
ッ
ト
検
査

※ 

内
科
健
診
は
後
日
、
医
療
機
関

で
受
診
。詳
し
く
は
会
場
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※ 

次
の
よ
う
な
と
き
は
連
絡
し
て

く
だ
さ
い

▽
は
が
き
が
届
か
な
い

▽ 

10
月
１
日
以
降
に
転
入
（
は
が

き
は
届
き
ま
せ
ん
）

▽ 

当
日
に
健
康
診
断
を
受
け
ら
れ

な
い

▽
事
前
に
何
か
相
談
を
希
望
す
る

問
い
合
わ
せ　

学
校
管
理
課

と　

き

と
こ
ろ

10月

15
日（
月
）
妙
見
坂
小

17
日（
水
）
交
野
小

22
日（
月
）
旭
小

23
日（
火
）
郡
津
小

24
日（
水
）
長
宝
寺
小

29
日（
月
）
藤
が
尾
小

11 月

5
日（
月
）
星
田
小

6
日（
火
）
岩
船
小

12
日（
月
）
倉
治
小

13
日（
火
）
私
市
小

19
日（
月
）
予
備
日
：
ゆ
う

ゆ
う
セ
ン
タ
ー

小
学
校
入
学
前
年
度
の

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

　

予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、

今
ま
で
に
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予

防
接
種
を
済
ま
せ
た
人
も
、
小
学

校
入
学
前
年
度
に
第
２
期
の
接
種

を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

対 　

象　

13
年
４
月
２
日
〜
14
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

と 

こ
ろ　

市
内
の
予
防
接
種
実
施

医
療
機
関
（
予
約
制
。「
わ
が
家

の
健
康
管
理
」参
照
）

※ 

今
ま
で
に
麻
し
ん
・
風
し
ん
に

か
か
っ
た
か
ど
う
か
で
接
種
ワ

ク
チ
ン
が
変
わ
り
ま
す
。ど
の

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
の
か
分

か
ら
な
い
人
は
、
か
か
り
つ
け

医
か
健
康
増
進
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

期 　

限　

20
年
３
月
22
日（
土
）

費 　

用　

無
料
（
期
間
を
過
ぎ
る

と
有
料
）

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

た
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
）

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

※各問い合わせ電話番号は、10ページの「電話番号案内」を参照してください。

※インフルエンザの流行期間に間に合うよう、12月中旬までの接種をお勧めします。
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健　
康

健　康
　 65歳からのいきいき健康講座
　 11 月の予防接種

  12 月の集団健診

12月の集団健診（ゆうゆうセンター実施）　　　　　　　　　　　　　　　
と　き 健（検）診名 対　　象 定員 結果報告 健（検）診内容

5 日（水） 総合健診B 40歳以上の人
※ 総合健診Bは、12月25日㈫・
26日㈬・27日㈭のいずれかの
結果説明会に参加できる人。

60 人 説明会 ▽基本健康診査（必須）＋生活機能評価（65歳以上）

▽がん検診（胃・肺・大腸・前立腺）

▽女性がん検診（乳がん・子宮がん）

▽ B・C型肝炎ウイルス検査

▽骨粗しょう症検診

19日（水） 総合健診A 70人
郵　送

12日（水） 総合健診 E 40歳以上の女性 70人

5・12・19日

結核検診 65歳以上の人 20人

郵　送

胸部レントゲン
骨粗しょう症検診 18歳以上の人 20人 骨密度検査
子宮がん検診 20歳以上の女性 20人 子宮頸部細胞診

乳がん検診 40 歳以上で、奇数年生
まれ（元号）の女性 15人 視触診＋マンモグラフィー

12・19日 39歳以下の基本健診 16歳～ 39歳の人 20人 基本健康診査（ゆうゆうセンターのみ実施）

健（検）診の対象と料金（70歳以上の人は無料、生活保護・市民税非課税世帯は事前申込で確認の上、無料）
健（検）診名 対　象 料　金 健（検）診名 対　　象 料　金

基本健康診査 16歳以上の人 1,000 円

B・C型肝炎
ウイルス検査

40歳以上で次にあてはまる人
① 肝炎ウイルス検査を受けたことがない人
②過去に肝機能異常を指摘された人
③ 手術や出産時などに多量に出血し、定期的に肝機
能検査を受けたことのない人
※ 肝機能のことで治療中の人、肝炎ウイルス検査を
すでに受けた人は除きます。

1,000 円
　生活機能評価 65歳以上の人 無　料

胃がん検診 40歳以上の人 個別　 1,500 円
集団　　 600 円

大腸がん検診 40歳以上の人 600円
肺がん検診 40歳以上の人 600円 前立腺がん検診 50歳以上の男性 1,000 円
喀痰検査 40歳以上の人 600円 子宮がん検診

（子宮頸部細胞診）
20 歳以上の女性（医師が指示した場合の
み、子宮体部細胞診〈別途 600円〉） 600円

骨粗しょう症検診 18歳以上の人 1,000 円
結核検診 65歳以上の人 無　料 乳がん検診 40歳以上で、奇数年生まれ（元号）の女性 2,000 円
申し込み・問い合わせ　10月 23日（火）午前 9時から健康増進課

※説明会と郵送では、結果報告書の様式が異なります。
※各がん検診は、治療中の人はご遠慮ください。

11
月
の
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

と 　

き　

11
月
１
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階
対 　

象　

生
後
３
か
月
〜
６
か
月

未
満

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

た
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
）

※ 

生
後
６
か
月
を
過
ぎ
る
と
有
料

で
の
任
意
接
種
に
な
り
ま
す
。

医
師
の
指
示
で
６
か
月
ま
で
に

接
種
で
き
な
い
人
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

ひ
き
つ
け
（
け
い
れ
ん
）
を
起

こ
し
た
こ
と
の
あ
る
人
や
、
疾

患
な
ど
で
定
期
的
に
医
師
の
診

察
を
受
け
て
い
る
人
は
、
主
治

医
と
相
談
の
う
え
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※ 

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
服
用
し
て
い

る
人
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
軟
こ
う

を
塗
っ
て
い
る
人
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
「
わ
が
家
の
健
康
管

理
」
と
、「
予
防
接
種
手
帳
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

65
歳
か
ら
の

い
き
い
き
健
康
講
座

と
き
・
内
容

▽
10
月
19
日（
金
）

① 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
25
分
＝

「
65
歳
か
ら
の
す
こ
や
か
食
生

活
」

② 

午
後
２
時
35
分
〜
３
時
30
分

＝
「
毎
日
い
き
い
き
！
運
動
習

慣
」

▽
10
月
26
日（
金
）

① 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
25
分
＝

「
お
口
の
手
入
れ
で
元
気
歯
つ

ら
つ
」

② 

午
後
２
時
35
分
〜
３
時
30
分
＝

「
こ
こ
ろ
の
健
康
〜
も
の
忘
れ
・

う
つ
病
を
防
ご
う
〜
」

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

定　

員　

各
回
50
人

※ 

両
日
と
も
の
参
加
が
望
ま
し
い

で
す
が
、
ど
ち
ら
か
1
日
の
み

の
参
加
も
で
き
ま
す
。

※ 

実
技
を
行
い
ま
す
。動
き
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

手
鏡
・
透
明
の
コ
ッ
プ

（
26
日
の
み
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

１
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

※各問い合わせ電話番号は、10ページの「電話番号案内」を参照してください。
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う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

Ｑ 　

今
後
の
活
動
の
予
定
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

Ａ 　

今
ま
で
と
変
わ
り
な
く
誰
か
に
頼
り
き

る
の
で
は
な
く
、
団
員
一
人
一
人
が
一
団

員
と
し
て
の
自
覚
を
し
っ
か
り
と
も
ち
、

全
員
の
力
を
結
集
し
て
、
明
る
く
楽
し
い

団
体
で
あ
り
た
い
で
す
。

　

 　

来
年
11
月
、
15
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
す
る
予
定
な
の
で
、
そ
れ
に
向
け

て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

コ
ー
ル
・
ポ
コ　

藤
本
さ
ん

（
℡  
８
９
１
・
１
２
３
１
）、山
田
さ
ん（
℡  

８
９
３
・
７
６
４
５
）

街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
コ
ー
ル
・
ポ
コ
」

夢
の
全
国
大
会
に
初
出
場 Vol.39

　

発
足
し
て
14
年
に
な
る
市
内
の
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ「
コ
ー
ル
・
ポ
コ
」が
、
大
阪
府
代

表
と
し
て
鳥
取
で
開
か
れ
た
全
国
大
会
に
出

場
し
、「
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
（
金
）、
青
年
の
家
で
練
習
中
の

同
団
体
を
訪
問
し
、
代
表
の
藤
本
信
子
さ
ん

を
含
む
５
人
の
メ
ン
バ
ー
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

Ｑ 　

ま
ず
、
団
体
の
紹
介
を
お

願
い
し
ま
す
。

Ａ 　

コ
ー
ル
・
ポ
コ
は
女
性

の
コ
ー
ラ
ス
団
体
で
す
。名

前
の
「
コ
ー
ル
」
は
英
語
の

コ
ー
ラ
ス
の
略
称
で
、「
ポ

コ
」
は
イ
タ
リ
ア
語
で
「
少

し
ず
つ
」
と
い
う
意
味
で

す
。つ
ま
り
、「
少
し
ず
つ
成

長
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
 　

私
達
の
合
唱
は
歌
を

歌
う
だ
け
で
は
な
く
、

「
聞
い
て
も
見
て
も
楽
し

い
舞
台
」を
目
指
し
て
い

る
ま
す
。
隊
形
の
変
化
、

衣
装
（
団
員
の
手
作
り
）

の
早
変
わ

り
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
手
話
を

取
り
入
れ
る
な
ど
、
工
夫
を

こ
ら
し
て
い
ま
す
。現
在
メ

ン
バ
ー
は
、
30
代
〜
70
代
の

主
婦
、
69
人
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

Ｑ 　

具
体
的
な
活
動
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ａ 　

毎
週
金
曜
日
の
10
時
〜

正
午
、
青
年
の
家
の
音
楽
室

で
練
習
し
て
い
ま
す
（
９
時

半
〜
10
時
は
４
人
ず
つ
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
）。ま
た
、
レ
デ
ィ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
関
西
支
部
大

会
、
交
野
市
合
唱
祭
と
い
っ
た
舞
台
が
年

に
３
回
あ
り
ま
す
。

Ｑ 　

入
会
す
る
に
は
条
件
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ 　

歌
が
好
き
な
人
な
ら
ど
な
た
で
も
入
会

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ 　

合
唱
を
し
て
い
て
喜
び
を
感
じ
る
の
は

ど
う
い
う
時
で
す
か
。

Ａ 　

ス
テ
ー
ジ
で
の
合
唱
の

時
に
、
観
客
の
気
持
ち
と
自

分
た
ち
が
「
一
体
に
な
っ

た
！
」
と
感
じ
る
瞬
間
で

す
。お
客
さ
ん
が
多
け
れ
ば

多
い
ほ
ど
気
持
ち
良
く
歌
え

ま
す
。
あ
と
、
新
曲
が
完
成

し
た
時
も
う
れ
し
い
で
す

ね
。

Ｑ 　

大
阪
大
会
で
優
秀
賞
を

受
賞
し
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
っ

た
時
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
し
た
か
。

Ａ 　

昨
年
、
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
が
抽

選
で
外
れ
て
し
ま
い
、
全
国
大
会
に
出
場

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
 　

そ
こ
で
今
年
は
練
習
の
時
か
ら
「
全
国

大
会
鳥
取
へ
行
く
！
」
を
合
言
葉
に
、
み

ん
な
が
心
を
一
つ
に
し
て
頑
張
っ
て
き

ま
し
た
。そ
れ
だ
け
に
抽
選
で
出
場
が
決

ま
っ
た
と
き
は
「
本
当
に
行
け
る
、
願
え

ば
叶
う
ん
だ
」
と
い
う
心
境
で
、
と
て
も

インタビューの様子

念願の全国大会のステージ

全国大会での集合写真
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あ る ば む

AA L BB U M

涼味満点、流しそうめん
　8月4日（土）、星田山手で空き地を利用して、今年
で3回目の流しそうめん大会が、約200人と過去最
高の参加人数で開かれました。
　参加者は、約40㍍もの長さの半円の竹筒の前に
横一列に並び、流れてくるそうめんをはしですくい
上げるのに悪戦苦闘していましたが、うまくすくえ
て思わず笑顔に。暑い夏の1日を涼しく過ごしまし
た。

あ る ば む

大阪府体育連合　功労者表彰
　8月10日（金）、府総合体育大会の総合開会式で、
市体育協会理事の大矢三良さんが、スポーツ振興に
おいて長年にわたり大きく寄与した功績をたたえ
られ、府体育連合功労者表彰を受賞者代表として受
賞しました。
　大矢さんは「今回の表彰を心から感謝していま
す。今後もスポーツを楽しみつつ、スポーツを愛す
る市民の皆さんのために貢献していきたいです。」
と話していました。

なかよしキャンプ
　8月25日（土）、野外活動センターで、約60人が
参加して、市教育委員会と障害児（者）親の会が主催
のなかよしキャンプが行われました。
　今年も去年と同様に市子どもプランの「自然体験
キャンプ」と合同の交流キャンプで、スイカ割り、キ
ャンプファイヤーなどを一緒に楽しみました。
　参加者からは「初めて参加しましたが、来年もぜ
ひ参加したいです」といった声が聞かれました。

第 14回松塚サマーフェス
　8月25日（土）、松の実ふれあい広場で、松塚サマ
ーフェスティバルが開かれました。
　ホールインワンゲーム、紙飛行機飛ばし、紅白玉
入れなどの催しが行われ、夕方に行われた飛び入り
歓迎のカラオケ大会では、子どもたちがアニメソン
グなどを元気に歌っていました。
　そのほかにもさまざまなイベントがあり、屋内で
も絵画、写真、陶芸など趣味の作品展が開かれたり
と、盛大な夏祭りでした。

前列左から、内藤紗矢香さん、松浦悠里さん、木下紗都さん、
原成二さん、安田陽介さん、田中京馬さん（いずれも6年生）
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AA L BB U M

親子で夏休み工作教室
　8月21日（火）、ゆうゆうセンター展示活用室で、
牛乳パック夏休み親子工作教室が開かれ、親子54
人が参加しました。
　会場に展示された「ジャンプがえる」「ミニ手さ
げ」「おみこし」などの見本から作りたいものを選
び、持参した牛乳パックをサイズ通りに切りはりし
て、工作に取り組みました。
　子どもたちは、完成品を見せ合いお互いの出来を
比べていました。

クモや虫の不思議な世界
　8月21日（火）、大阪市立大学理学部附属植物園で
かたの環境講座2007が開かれました。
　子ども7人、大人15人が参加し、クモ専門家で追
手門学院大学教授の西川喜朗さんと一緒に園内を
探索しながら、色々なクモや昆虫の観察を行いまし
た。
　参加者たちは、トチノキの根元では「クモの巣が
あったよ～」、クヌギの木の下では「ノコギリクワガ
タをゲット！」と新しい発見に驚きの声をあげてい
ました。

平和祈念の集い
　8月15日（水）、いきいきランド交野平和モニュメ
ント前広場で、市民ら350人が参加して平和祈念の
つどいが厳粛に行われました。
　開式宣言のあと、参加者が書いた思い思いの紙灯
ろうに祈りの灯りが灯され、小・中学生20人による
平和と人権を守る都市宣言の朗読。
　市少年少女合唱団のコーラス、山本優子さん、戸
田めぐみさんによるオカリナとキーボード演奏が
あり、最後に、平和の鐘の音とともに、その礎になら
れた人たちをしのんで黙とうがささげました。

星のまちっ子自然探検・親子キャンプ
　9月 1日（土）、星の里いわふねで、星のまちっ
子自然探検・親子キャンプに小学生 37人、保護者
33人が参加して行われました。
　初日は初対面の子どもたちが、ネイチャーゲーム
やカレーづくりなどをして交流を深めました。
　2日目は待望の水遊び、水鉄砲を目標めがけて勢
いよく飛ばして遊びました。子どもたちはキャンプ
が終わる頃にはすっかり打ち解け、夏休みの楽しい
思い出を胸に解散しました。
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森・寺の石仏さん

協力：歴史民俗資料展示室ボランティア解説員（℡ 810・6667）

　

秋
は
実
り
の
季
節
で
す
。交
野

の
里
に
も
黄
金
色
に
輝
く
稲
穂
が

見
ら
れ
、
山
の
ふ
も
と
に
位
置
す

る
森
地
区
や
寺
地
区
の
石
仏
さ
ん

を
見
て
歩
く
の
に
、
う
っ
て
つ
け

の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
森
・
寺
地
区

の
石
仏
さ
ん
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

森
の
蛙
か
え
る
い
し石

　

河
内
森
駅
か
ら
東
へ
し
ば
ら
く

進
む
と
、
突
き
当
た
り
の
角
に
２

つ
の
大
き
な
石
灯
ろ
う
が
立
っ
て

い
ま
す
。そ
の
傍
ら
に
は
、
カ
エ

ル
に
似
た
形
を
し
て
い
る
蛙
石
と

呼
ば
れ
る
石
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
蛙
石
に
は
、
石
に
ま
つ
わ

る
悲
し
い
お
話
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
昔
、
森
の
城
戸
と
い
う
所

に
由よ
し
ま
つ松
と
お
種
と
い
う
仲
の
良
い

夫
婦
が
い
ま
し
た
。あ
る
日
、
由

松
は
代
官
か
ら
大
和
郡
山
城
の
工

事
に
行
く
よ
う
命
令
さ
れ
、
嫌
と

も
言
え
ず
石
垣
の
工
事
に
行
き
ま

し
た
。

　

工
事
に
行
っ
た
由
松
か
ら
の
便

り
で
は
、
３
か
月
も
す
れ
ば
帰
る

と
の
こ
と
で
し
た
が
、
３
か
月
が

過
ぎ
て
も
工
事
に
行
っ
た
他
の
人

は
帰
っ
て
く
る
の
に
由
松
は
帰
っ

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、
と
あ
る
人
の
話

で
、
城
の
石
垣
が
く
ず
れ
て
下
敷

き
に
な
っ
て
死
ん
だ
人
が
い
る
と

い
う
こ
と
を
知
り
ま
す
。

　

お
種
は
、
ま
さ
か
そ
の
人
が
由

松
で
は
と
思
い
ま
す
が
、
い
や
、

由
松
は
き
っ
と
帰
っ
て
く
る
と
信

じ
、
来
る
日
も
来
る
日
も
森
の
道

端
で
、
由
松
の
帰
り
を
今
か
今
か

と
待
ち
わ
び
て
、
つ
い
に
は
こ
の

蛙
石
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

こ
の
蛙
石
を
よ
く
見
る
と
、
森

か
ら
磐
船
街
道
へ
出
る
道
の
方

を
見
て
、
人
を
待
ち
わ
び
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

蛙
石

三
尊
石
仏

笠
塔
婆
と
五
輪
塔
火
輪

共
同
墓
地
の
三
尊
石
仏

　

蛙
石
の
突
き
当
た
り
を
左
に
曲

が
っ
て
進
む
と
、
自
動
車
１
台
が

や
っ
と
通
る
こ
と
が
で
き
る
古
道

に
な
り
ま
す
。こ
の
道
は
「
山
の

根
の
道
」
と
も
呼
ば
れ
、
河
内
磐

船
駅
か
ら
神
宮
寺
に
抜
け
る
森
南

神
宮
寺
線
に
突
き
当
た
り
ま
す
。

　

そ
の
す
ぐ
手
前
を
右
に
進
む
と

左
側
に
須
弥
寺
、
右
側
に
池
が
見

え
、
さ
ら
に
進
む
と
森
の
共
同
墓

地
に
到
着
し
ま
す
。

　

墓
地
の
入
り
口
に
は
、
六
地
蔵

が
あ
り
、
そ
の
横
に
三
尊
石
仏
さ

ん
が
並
ん
で
立
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

頭
部
の
比
率
が
や
や
大
き
く
、

衣
服
の
表
現
が
簡
素
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
室
町
時
代
後
期
の
作
だ
と

推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

笠か
さ
と
う
ば

塔
婆
と
五ご

り
ん
と
う
か
り
ん

輪
塔
火
輪

　

共
同
墓
地
内
、三
尊
石
仏
か
ら
、

ま
っ
す
ぐ
奥
に
進
ん
だ
所
に
迎
え

仏
が
あ
り
ま
す
。そ
の
右
側
に
無

縁
墓
を
集
め
た
一
角
が
あ
り
、
そ

の
横
の
個
人
墓
の
中
に
五
輪
塔
の

火
輪
を
乗
せ
た
笠
塔
婆
が
立
っ
て

い
ま
す
。も
と
は
別
々
の
石
造
物

で
し
た
が
、
後
世
に
組
み
直
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

笠
塔
婆
に
は
、
も
と
は
各
面
に

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
刻
ま
れ
て

い
た
の
で
す
が
、
後
に
梵
字
と
如

来
さ
ん
が
彫
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

笠
塔
婆
の
上
に
乗
っ
て
い
る
五

輪
塔
の
火
輪
は
、
各
面
に
梵
字
が

彫
ら
れ
て
お
り
、
珍
し
い
も
の
で

す
。
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を
安
置
す
る
容
器
の
こ
と
で
す
。

台
座
部
分
が
土
に
埋
も
れ
て
分
か

り
に
く
い
で
す
が
、
２
人
の
子
ど

も
が
何
か
一
心
に
拝
ん
で
い
る
よ

う
に
も
見
え
、
微
笑
ま
し
い
石
仏

さ
ん
で
す
。

　

正
行
寺
の
前
の
辻
に
は
、「
愛あ

宕た
ご
さ
ん山
」「
二に
が
つ
ど
う

月
堂
」「
柳や
な
ぎ
だ
に谷」と
刻
ま

れ
た
お
お
き
な
３
基
の
灯
ろ
う
が

あ
り
ま
す
。昔
、
そ
れ
ぞ
れ
の
信

仰
す
る
講
が
あ
っ
て
、
こ
こ
に
集

ま
っ
て
は
お
祈
り
や
お
祭
り
を
し

た
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

不
動
明
王
梵
字
碑

　

灯
ろ
う
の
あ
る
辻
の
前
を
南
北

に
伸
び
る
道
が
、
森
村
に
つ
な
が

る「
山
の
根
の
道
」で
す
。こ
の
古

道
を
北
に
進
む
と
、
森
南
神
宮
寺

線
へ
再
度
合
流
し
、
し
ば
ら
く
進

む
と
関
西
創
価
学
園
が
見
え
て
き

森・寺地区　石仏めぐりマップ

つ
に
、
地
蔵
団
地
の
５
列
目
、
右

か
ら
２
番
目
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像

が
あ
り
ま
す
。船
形
状
に
粗
く
加

工
さ
れ
、
そ
の
中
に
仏
さ
ま
が
彫

ら
れ
て
い
ま
す
。し
ゃ
が
ん
で
拝

ま
な
い
と
、
表
情
が
う
か
が
い
知

れ
ま
せ
ん
。

　

次
に
７
列
目
、
右
か
ら
２
番
目

の
二
尊
仏
が
あ
り
ま
す
。方
形
の

石
に
向
か
っ
て
右
側
に
阿
弥
陀
如

来
立
像
、
左
側
に
地
蔵
菩
薩
立
像

が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
石
仏
さ
ん
は
石
の
形
態

か
ら
、
元
は
石せ
き
が
ん
ぶ
つ

龕
仏
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
龕が
ん

と
は
、
仏
像
・

舎し
ゃ
り利
（
仏
や
聖
人
の
遺
骨
）・
経
き
ょ
う

巻か
ん（
経
文
を
記
し
た
巻
物
）
な
ど

ま
す
。

　

関
西
創
価
学
園
入
り
口
の
南
、

山
の
横
の
畑
に
入
る
細
い
野
道

に
入
っ
て
奥
の
小
さ
な
池
の
そ
ば

に
、
正
面
を
平
ら
に
整
え
た
石
が

あ
り
、
そ
こ
に
不
動
明
王
の
種
字

「
カ
ー
ン
マ
ー
ン
」
の
梵
字
が
彫

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
場
所
は
「
京
の
山
」
と
い

い
、
付
近
に
は「
日に
っ
き
ょ
う
ぼ
う

教
坊
」と
い
う

地
名
も
残
っ
て
い
ま
す
。梵
字
碑

の
東
側
、
関
西
創
価
学
園
敷
地
内

で
、
昭
和
47
年
に
府
の
教
育
委
員

会
が
窯
跡
を
発
掘
し
た
際
、
多
量

の
古
瓦
を
敷
き
詰
め
た
跡
が
出
土

し
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
・
室
町
時
代
、
こ
の
場
所

に
は
寺
院
が
あ
り
、
こ
の
不
動
明

王
梵
字
碑
も
、
そ
の
寺
院
に
関
わ

る
も
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。夏
は
草
が
生
い
茂
り
、

な
か
な
か
入
れ
る
場
所
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
冬
場
に
な
れ
ば
見
に

行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説
員

中
光
司

不
動
明
王
梵
字
碑

正し
ょ
う
ぎ
ょ
う
じ

行
寺
の
地
蔵
団
地

　

共
同
墓
地
か
ら
、
森
南
神
宮
寺

線
ま
で
戻
り
、寺
へ
向
か
い
ま
す
。

交
野
高
校
横
の
道
と
交
わ
る
交
差

点
を
右
に
進
む
と
正
行
寺
に
た
ど

り
着
き
ま
す
。

　

正
行
寺
の
門
を
入
っ
て
右
隅

に
、
石
仏
が
き
れ
い
に
並
ん
で

立
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
昭
和
50

年
、
古
文
化
同
好
会
の
人
た
ち
の

手
に
よ
っ
て
、
お
参
り
し
や
す
い

よ
う
整
頓
さ
れ
、
一
つ
ひ
と
つ
の

石
仏
の
姿
が
分
か
る
よ
う
に
し
た

も
の
で
、「
地
蔵
団
地
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
目
を
引
く
も
の
の
一

地
蔵
団
地

二尊仏 阿弥陀如来
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みなさんの疑問や
ご意見をお寄せください

　このコーナーは、市民のみなさ
んが市役所の仕事や手続きなどで、
日ごろから疑問に思っていること
を質問していただき、お答えする
コーナーです。
　はがきや封書、ファクス、メー
ルに住所、氏名、電話番号を必ず
記入して、市長公室広聴広報担当
へお寄せください。
送付先　
　 〒576－8501　交野市役所市長
公室広聴広報担当「は～い！こち
らは広報です」係
　℻ 891・5046
　e-mail:kouhou@city.katano.osaka.jp

　
　
　

市
民
Ｑ
＆
Ａ　

　
　
　
　
　
　

は
〜
い
！
こ
ち
ら
は
広
報
で
す

、

　　　　　　　　　

Ｑ 　

相
続
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
こ

と
が
あ
る
の
で
す
が
、
ど
こ
に
行

け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。Ｋ

さ
ん

Ａ 　

相
続
に
は
、遺
言
や
遺
産
分
割
、

相
続
税
や
各
種
手
続
き
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
相
談
員
が
違
い
ま
す
。市
で

は
、
問
題
の
内
容
に
よ
り
次
の
相

談
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

 　

ど
の
相
談
を
受
け
れ
ば
良
い
か

分
か
ら
な
い
人
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■ 

相
続
に
関
す
る
一
般
的
な
こ
と
、

遺
言
書
作
成
・
遺
産
分
割
協
議
書

作
成
に
関
す
る
こ
と

相 

続
・
遺
言
相
談
【
行
政
書
士
】（
毎

月
第
４
水
曜
日
午
後
１
時
〜
３
時

■
相
続
税
に
関
す
る
こ
と

税 

相
談
【
税
理
士
】（
偶
数
月
の
第
３

水
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時
）

■ 

土
地
や
建
物
の
相
続（
相
続
登
記
）

に
関
す
る
こ
と

登 

記
相
談
【
司
法
書
士
・
土
地
家
屋

調
査
士
】（
奇
数
月
の
第
２
水
曜

日
午
後
１
時
〜
３
時
）

■ 

遺
産
分
割
ト
ラ
ブ
ル
、
そ
の
他
相

続
に
関
す
る
法
律
的
な
こ
と

法 

律
相
談
【
弁
護
士
】（
毎
週
月
・
木

曜
日
午
後
２
時
〜
４
時
、予
約
制
）

※ 

い
ず
れ
も
場
所
は
市
役
所
別
館
２

階
相
談
室
で
す
。

市 

長
公
室
広
聴
広
報
担
当
（
℡
８
９

２
・
０
１
２
１
）

児　童　書

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡ 891・1825）、青年の家図書室（℡ 893・4881）

一　般　書

とべないホタルのゆりかご
　小沢昭己　ハート出版
いいたびボンボン
　山下明生　ポプラ社
海のジェリービーンズ
　角野栄子　理論社
ともだちになって
　まつおかたつひで　ポプラ社
火山の大研究
　PHP研究所　
トイレせんちょう
　片平直樹　フレーベル館
いい夢ひとつおあずかり
　小松原宏子　くもん出版
ぼくたちは、いつまでも
　関谷ただし　草炎社

親子で編む！履く！布ぞうり
　小石正子　河出書房新社
やさい歳時記
　成美堂出版
熱湯経営
　樋口武男　文藝春秋
裁判員制度の正体
　西野喜一　講談社
長新太
　土井章史　河出書房新社
その向こう側
　野中柊　光文社
やってられない月曜日
　柴田よしき　新潮社
いつか陽のあたる場所で
　乃南アサ　新潮社

お知らせ

　ここで紹介する本は、図書館（室）に新しく入った本の一部です。
この他にも多数あります。読みたい本が見つからないときは、係
員にお尋ねください。本の予約、リクエストも受け付けています。

「おおきなかぶ」
　　　　　A. トルストイ 再話
　　　　　　　　佐藤忠良 絵
　　　　　　　　 福音館書店
　
　 お じ い
さんがかぶ
を 植 え ま
し た。「 あ
まい　あま
いかぶにな
れ。おおき
な　おおきな　かぶになれ」。
おじいさんの願いがかなって、
立派なかぶができました。
　ところが、大きくなりすぎて。
おばあさん、まご、いぬ…と次々
に仲間を呼んで手伝ってもらい
ますが、かぶはなかなか抜けま
せん。さて、どうなることやら。
　繰り返し出てくる「うんとこ
しょ　どっこいしょ」のかけ声
に、聞き手もいつの間にか声を
合わせて、思わず力が入ります。
　ロシア民話の世界が深みのあ
る色彩で描かれ、ページの真ん
中にどっしりとすえられたかぶ
の絵は、重量感もたっぷりです。
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法律相談（弁護士）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人
（予約制）
　 法律相談の予約は相談日の1週間前（休日の場合は
その翌日）の9時30分から電話で市長公室（℡   892・
0121）
土地建物相談（不動産鑑定士）
　9日（火）13時30分～16時30分、市役所別館
税相談（税理士）
　17日（水）13時～16時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
　19日（金）13時30分～16時、市役所別館
年金なんでも相談（社会保険労務士）
　 23日（火）13時～16時、倉治図書館
相続・遺言相談（行政書士）
　24日（水）13時～15時、市役所別館
※問い合わせ　市長公室広聴広報担当（℡   892・0121）

心身障がい者福祉相談（身体・知的障害者相談員）
　 （身体）第1・3水曜日（知的）第1水曜日・第3金曜日、
いずれも13～16時、ゆうゆうセンター

障がい者（身体・知的・精神）でんわ相談（社会福祉士、精神保健福祉士）
　 毎日9時～正午と13時～ 17時30分
知的障害児（者）相談支援センター「てら、サポ」（社会福祉士）
　毎週月・金曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
精神障害者地域生活相談センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
障害者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　 毎週火・木曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
※ 問い合わせ　障がい福祉課（℡   893・6400　℻   891・6241）
高齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士）
　 毎日9時～17時30分、ゆうゆうセンター内地域包括
支援センター（℡   893・6423）
※ 問い合わせ　社会福祉協議会（℡   893・6400）
健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　5日（金）と19日（金）13時30分～15時、青年の家
　9日（火）10時～11時30分、ゆうゆうセンター
でんわ健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　 毎日9時～正午と13時～17時（℡   893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡   893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日9時～正午と13時～16時30分、ゆうゆう
センター　事前に連絡してください。
※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）

消費者相談（消費生活専門相談員）
　 毎日9時30分～正午と13時～16時、市役所本館2階
（℡  891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月曜日13時～16時と水曜・金曜日10時～
正午と13時～16時、市役所本館2階（℡   892・0121）

※問い合わせ　商工観光課（℡  892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　 毎週水曜日14時～16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡  893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第3木曜日13時～16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡  892・0121）

女性相談（女性相談員）
　11日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター2階、定　
　員3人（予約制）、予約は電話で市長公室（℡   892・0121）
人権相談（人権擁護委員）
　18日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター 2階
人権相談（人権相談員）
　 毎日10時～正午と13時～16時、市役所本館２階
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡   892・0121）

教育相談（教育相談員）
　 毎日10時～16時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡   892・8203）
進路選択支援相談
　毎日16時～17時30分、市長公室人権政策担当
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡  892・0121）
こども相談（家庭児童相談員）
　 毎日9時～17時30分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）
子育て支援センター「いちばんぼし　くらぶ」（保育士）
　 来所＝毎週火・水・木曜日13時～16時、電話＝毎日9時～
17時、子育て支援センター（星田3－10－8　星田保育園内）
※問い合わせ　子育て支援センター（℡  891・1793）

資源ごみ　月 1回
　ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分
　までに各ステーションへ出してください。
空缶・空ビン・
ナベ・乾電池など 　 収 集 地 区 　

新聞紙・雑誌・
段ボールなど

10 月   3 日
（第1水曜日）

私部・私部南・私部西・青山・
向井田・私市・私市山手

10 月 10 日
（第 2水曜）

10 月  10 日
（第 2水曜）

星田・星田北・星田西・南星台・
妙見坂・妙見東・星田山手

10 月 17 日
（第 3水曜）

10 月  17 日
（第 3水曜）

幾野・倉治・東倉治・神宮寺・寺・
寺南野・森北・森南・傍示

10 月 24 日
（第 4水曜）

10 月  24 日
（第 4水曜）

郡津・梅が枝・天野が原町・
藤が尾・松塚

10 月  3 日
（第1水曜日）

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）週 2回
　ごみは決められた日の午前 8時 45 分までに各
　普通ごみステーションへ出してください。

曜日 　 収 集 地 区 　

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森北・森南（私
市の一部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向
井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・
私部西・駅前住宅（私部長砂町を含む）・傍示

火
・
金

私部・私部南・南星台・星田山手・星田・妙見坂・
星田北・星田西・藤が尾・私市・私市山手・妙
見東

可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗
大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。受付期間は各収集日の 1ヶ月前～ 1週間前です。（詳しくは「家庭
ごみの出し方マニュアル」をご参照ください。）
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10 月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日を除きます。

育児相談（副園長・主任保育士）
　毎週火・水・木曜日13時～15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡   891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡   892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡   892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡   892・8433）
　いずれも13時～15時
※問い合わせ　各幼児園

10月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業所（℡  892・2471）

粗大ごみ予約受付センター（℡   891・5
ご

3
み
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　午前 9時～午後4時）
※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。
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  善　　意　●●●

第 30 回交野が原賞
　小・中・高校生の詩を集めて行われた第 30回「交野が原賞」の審
査結果が発表されました。総作品数 138編のうち、特選 6編、入選
27編、佳作 8編でした。受賞者は次のとおり。敬称略。
特　選

　  ▽長江優希（妙小 3年）「いもほり」 ▽埜辺綾香（星小 5年）「登山」

▽岡田哲志（三中 2年）「π（パイ）」 ▽橋本孝平（四中 3年）「き
れいなもの」 ▽上野彩（四條畷高 3年）「月極駐輪場」 ▽渡部真理奈（明
星高 3年）「帰路」
入　選

　  ▽野上雄貴（星小 1年） ▽大家加凪（長小 1年） ▽久才英莉（郡小 2年）

▽石山開理（郡小 2年） ▽諸山魁人（郡小 2年） ▽鶴岡里菜（私小 2年）

▽鶴岡祐介（私小 2年） ▽西野美緒（私小 2年） ▽中津知輝（倉小
3年） ▽浅井優希（星小 3年） ▽小山ありさ（星小 3年） ▽吉田楓（妙
小 3年） ▽根本あすか（交小 3年） ▽松村美夏子（郡小 4年） ▽岡
田智実（妙小 5年） ▽久保田千尋（旭小 5年） ▽窪田茜（私小 5年）

▽瀬川愛（私小 5年） ▽吉田光希（交小 5年） ▽平山瑞幾（岩小 5
年） ▽山添仁美（岩小 5年） ▽馬場咲良（郡小 6年） ▽上野弘樹（二
中 2年） ▽奥野菜央子（二中 2年） ▽堂馬舞人（三中 3年） ▽吉川
ひとみ（愛知高 1年） ▽小海茉莉江（横浜英和女学院高 2年）
佳　作
　 ▽冨田美月（岩小 3年） ▽畠中美緒（倉小 5年） ▽髙松麗花（郡小 6年）

▽岩崎菜津美（二中 1年） ▽櫻井美月（二中 1年） ▽蟻川知奈美（交
野高 2年） ▽近藤祐磨（愛知高 2年） ▽正本大人（名城大附属高 3年）

［問］交野詩話会（℡   892・0473）

時、私部会館 102 号室。一緒に
そば打ち体験しませんか。試食
会もあります。材料費 2,500 円
（そば粉 700㌘）。講師はそば打
ち愛好会有段者 4人。［申・問］
後藤さん（℡   893・3484）

社交ダンス
　毎週土曜日
［初級］午後 1
時～ 2 時［中
級］2 時～ 3
時 30 分、ゆ
うゆうセンタ
ー。楽しく健
康維持にも役立つ社交ダンスを
始めませんか。プロ講師が親切
に指導します。見学もどうぞ。
入会金 2,500 円。月会費は初級
2,500 円、中級 3,500 円。［問］
福田さん（℡   892・3949）

ウェルネス土曜塾（体験学習）
　10 月～ 20 年 2 月の毎月第
2・4 土曜日午前 9 時 30 分～
正午、市内の公共施設ほか。里
山体験、年賀状教室、料理教室

善意銀行
　社会福祉協議会の善意銀行
に、預託していただきました。

▽  私部の川東義男さんから敬老
金 1万円

▽  私部の今堀努さんから、無事
に傘寿を迎えたことの感謝と
して 200万円

▽  倉治の新庄滋商店から1万円

など。対象は小学 3～ 6 年生。
定員 20 人。会費 5,000 円（半
年分）。［申・問］10 月 10 日
（水）までに加堂さん（℡   857・
8116）

女声合唱コールディレッタント
　毎週木曜日午前 10 時～正
午、青年の家音楽室。「心の四
季」「月の角笛」など練習してい
ます。入会金 1,000 円。月会費
3,500 円。指導は福永𠮷宏さん
（京都バッハゾリステン）。［申・
問］小林さん（℡   892・5346）

　　善意銀行に寄贈

　8 月 21 日（火）、市牛乳パックリサ
イクル連絡会（会長今西峰子さん）から、
社会福祉協議会の善意銀行に、幼児用
トイレチェアー 1台、幼児用便座 4台
およびベンチ 4脚が寄贈されました。
　これは、同連絡会が、紙パックのリ
サイクル活動で得た収入で購入したも
ので、幼児用トイレチェアーと幼児用
便座はゆうゆうセンターのトイレに、ベ
ンチは、免除川第 2公園などに設置さ
れました。

交野市民まつりのお詫び

　8 月 5日（日）に行なった、交
野市民まつりのビンゴゲームに
おきまして、景品のそうめんセ
ットが、賞味期限を過ぎている
ことが判明しました。お手元に
お持ちの方は、至急ご連絡くだ
さい。
　今後、このような事がないよ
う心がけて参ります。深く反省
し、お詫びいたします。
　　交野市民まつり実行委員会
　 　　実行委員長　前川公輝

［問 ］同委員会事務局（℡   891・
4444）

▽  交野おねおねスーパースター
ズから 2万円

▽交野有志会から 2万円

▽  交野市ハワイアンフラから 2
万 7,393 円（希望により、全
額新潟県中越沖地震義援金へ
送金）

▽松塚の岡本功さんから3万円

▽  私市区から私市区各種団体夏
祭り剰余金 4万 1,134 円
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交野俳句会
　毎月第 1日
曜日午後 1 時
～ 4 時 30 分、
青年の家 204
号室。俳句を作
ってみません
か。初めての方・
若い方も大歓迎
します。会費 5,000 円（6か月
分）。講師はNHK学園の藤崎実
さん。［申・問］山田さん（℡  
892・0360）

カラオケサークル美樹
　［男性女性］毎月第 2・4火曜
日、青年の家［男性のみ］毎月第
1・3水曜日、星田会館［女性の
み］毎月第 2・4水曜日、星田会
館。一緒に新曲を覚えませんか。
入会金 1,000 円。月会費 2,500
円（月 2回、教材費含む）。体験
見学無料。［申・問］荒井さん（℡  
891・9757）

ママさんバレー「チェリーズ」
　毎週土曜日午後 2時～ 5時、
郡津小学校体育館。小さなお
子様連れでも OK です。一緒
に汗を流しませんか。月会費
1,000 円。［申・問］松尾さん（℡  
090・4298・1213）

新日本婦人の会「親子リズム」
　毎週金曜日午前 10 時～正
午、ゆうゆうセンターと地域の
会場。親子リズム体操や手遊び、
ゲームなど。対象は 1歳半～就
園前の幼児。入会金 100 円。月
会費 1,100 円。講師はリズムリ
ーダーグループ。［申・問］𠮷田
さん（℡   892・8838）

新日本婦人の会「赤ちゃん小組」
　毎月第 1・3・4 金曜日午前
10時 15分～正午、ゆうゆうセ
ンター。赤ちゃん体操、マッサ
ージ、絵本の読み聞かせなど。
対象は 3か月～ 1歳半の乳幼
児。定員 20人。入会金 100 円。
月会費 1,000 円。［申・問］小阪
さん（℡   891・4632）

  募　　集　●●●
大阪市日本民踊　ふじ美会
　月 3回木曜日午後 1時 30分
～ 3時 30 分、ゆうゆうセンタ
ー。新しく教室を始めます。全
国の民踊・盆踊りを一緒に踊り
ませんか。服装は自由。月会費
2,000 円。指導は札埜けい子さ
ん。［ 申・ 問 ］札 埜 さ ん（ ℡  
893・3758）

ひとりで着物が着られるまで！
　10 月 6 日
（土）から毎週
土曜日午前 10
時～正午、武道
館 2 階。対 象
は市内在住在
勤の女性。月会
費 2,500 円。持ち物は筆記用
具、サラシ 5㍍、針、はさみ、も
のさし、白コマ糸 30番。指導は
浪速きつけ研究会。［申・問］直
接会場か、岡田さん（℡   891・
8953）

交野手打ちそば工房
　毎月第 4日曜日正午～午後 3
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［申・問］明星事務所（℡   891・
2029）

「人形劇団ココン」来る！
　10 月 21 日（日）午後 1 時
30 分～、いきいきランド交野
会議室。「チャハハ丸とヘヘヘ
丸」大笑いの糸あやつり人形劇。
思いもよらない展開で迫力のあ
る作品。入会金 100 円。月会費
1,200 円（4歳以上）。［申・問］
交野おやこ劇場（℡  ・℻   893・
4960　月・水・金曜日午前 10
時～午後 2時）

拉致問題啓発写真パネル展
　10月23日（火）～28日（日）
午前９時～午後5時（23日は正
午～午後 5時、28日は午後 3
時まで）、青年の家１階ロビー。
家族との幸せをもう一度！一人
でも多くの方見てください。主
催は大阪ブルーリボンの会。［問］
同会（℡   06・6203・6230）

障害児（者）親の会バザー
　10 月 25 日（木）午前 10 時
～午後 0時 30 分、ゆうゆうセ
ンター多目的ホール。タオル、
食器などのバザーを行います。
ぜひお越しください。主催は交
野市障害児（者）親の会。［申・問］
桑山さん（℡   893・3704）か、
須井さん ( ℡   892・8815) か、
北田さん（℡   892・3350）

えほんのひろば
　10 月 25 日（木）～ 28 日
（日）午前 10時～午後 4時、倉
治図書館視聴覚室。600 冊の
絵本を展示。自由にお好きな絵
本を見つけて子どもも大人もゆ
っくりお楽しみください。主催
はKIRARA。［問］中島さん（℡  ・
℻  893・4480）

たのしい親子理科実験教室
　10月 27日（土）午後3時～、
青年の家。大阪科学技術館がや
ってくる。対象は小学生以下の
お子さんと親。先着 200 人。参

  ハイキング　●●●

でに参加費 6,175 円を添えて
青年の家［問］体育文化協会（℡  
892・7721）

国産大豆を使って味噌づくり
　12月 5日（水）～ 12日（水）
（10日（月）除く）午前 10時～
午後 2時、ゆうゆうセンター調
理実習室。実習１口 3,300 円。
材料のみ１口 3,100 円。［申］
10 月 25日（木）〈消印有効〉ま
でに、往復はがきに住所、氏名、
電話番号、口数を書いて〒 576
－ 8501商工観光課内交野市消
費生活問題研究会［問］同研究
会（℡   892・8568）

加費無料。［申］メール（info@ 
katano-jc.or.jp）かファクス（℻  
892・4507）［問］㈳交野青年会
議所事務局（℡   892・4500月・
水・金曜日午後1時～ 5時）

素謡・仕舞発表会
　10月 28日（日）午前9時 30
分～午後 4時 30分、私部会館。
入場無料。入会の申し込みも受
付中。会費は半年 3,000 円。顧
問は能楽師の木内菁さん。主催
は交野交謡会。［問］田中さん（℡  
892・0067）か、北村さん（℡  
892・4966）

楽しく幸せ健康料理パン菓子
　10月31日（水）・11月28日
（水）午前9時～正午、ゆうゆう
センター。食育、脳と心と体を作
る健康料理。参加費1回 3,500
円。講師はピーターぱんクラブ
の山田和子さん。［問］横山さん
（℡   090・3999・5973）

枚方フィッシングスクール
　11月 3日（祝）午前 10時～
サプリ村野。講義と実釣。貸し竿
あり。対象は親子、児童先着 30
人（幼児は保護者同伴）。教材費
200円。［申・問］10月 25日（木）
までに、枚方渚釣友会の牧さん
（℡   893・0460）か、中出さん（℡  
857・9032）

福崎先生指導将棋会
　11月 4日（日）午後 2時～ 7
時、藤が尾ふれあい館。福崎文
吾さんを迎えて恒例の指導将
棋会を行います。参加費 1,000
円。お気軽にご参加ください。
主催は将棋交野支部。［申・問］
西原さん（℡   892・6375）

交野オープンカレッジ
　11月14日（水）午前8時 30
分、青年の家集合。バス座席先
着順。『秘仏と日本料理を堪能す
る』秘仏法隆寺救世観音像拝観
とならまち散策。定員50人。［申］
10月4日（木）～19日（金）ま

京都北　比叡山縦走
　10月 14日
（日）午前 7時
30 分、京 阪
京橋駅 1階改
札口前集合。
出町柳駅－大
原三千院－仰
木峠－横高山
－釈迦堂－雲母越。成人向き約
10 ㌔。定員 20 人。参加費 300
円。交通費約 2,500 円。［申・問］
岩本さん（℡   892・0167）

星のブランコ～室池
　10 月 27 日（土）午前 8 時
30分、河内磐船駅集合。雨天中
止。松宝寺－私市駅－星のブラ
ンコ－生駒霊園－室池－四条畷
駅。やや健脚向き 12 ㌔。保険
参加費 200 円。交通費 300 円。
［問］鶴園さん（℡   891・6002）

保津峡～高雄
　11 月 10 日（土）午前 8 時、
交野市駅集合。雨天中止。枚方
市－丹波橋－京都－保津峡駅－
落合橋－清滝－高雄。保険参加
費 200 円。交通費 2,500 円。一
般向き 8㌔。［問］鶴園さん（℡  
891・6002）
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  催　　し　●●●
午前10時～午後 5時（15日は
午後4時まで）、酒造会社（森南
3－12－1）。今回のテーマは「か
つてのかほり」です。［問］交野ク
ラフト倶楽部（℡   893・6300）

夫の代わりはおりまへん講演会
　10月12日（金）午後 7時～
8時 30分、ゆうゆうセンター4
階交流ホール。参加費一般 500
円。前高槻市長の江村利雄さん
による講演「介護体験記」。［申］
直接会場［問］交野市介護支援
専門員協会事務局（星田南病院
ケアセンター）の山本さん（℡  
810・0200）

旬菜健康クッキング　〝秋〞
　10月13日（土）午前11時～、
ゆうゆうセンター調理室。長崎
と大阪の食文化交流です。長崎
の皿うどん、大阪のさば寿しな
どを楽しみます。費用 1,000
円。［申・問］食品公害と健康を
考える会（℡   892 ･ 3046 月・
水・金曜日）

第 24回ホーム明星文化祭
　10月 13日（土）・14日（日）
午前10時～午後4時30分（14
日は午後 4時まで）、ホーム明
星（星田８－６－７）。模擬店、
バザー（午後 1時～）、手作り
作品販売、フリーマーケット、
介護用品展示即売会、演芸、カ
ラオケ。［問］ホーム明星の浜崎
さん（℡   891・2029）

ストーリーテリング研修会
　10 月 16 日（火）午前 10 時

～、倉治図書館。子どもに語る
「おはなし」を覚えて発表し、批
評しあいます。参加費 500 円。
聞くだけの人は無料。講師は大
谷朝さん。保育あり（2歳以上
1 人 500 円）。［申・問］10 月
9 日（火）までに木曽さん（℡  
892・1433）

包丁・ハサミ研ぎ
　10月 17日（水）・18日（木）
午前 10 時～正午受付、市役所
別館前。切れなくなった包丁・
ハサミの研ぎを有料でします。
［問］代永さん（℡   892・8568）

布
ふ ー ぷ

夢　パッチワーク、キルト展
　10月19日（金）・20日（土）・
21日（日）午前10時～午後4時
30分、青年の家１階ロビー。小
物からタペストリーなどの作品
約70点を展示。主催はパッチワ
ーク、キルト教室　布夢。［問］宇
枝さん (℡   892・7518)

廃食油回収
　10 月 20 日（土）午前 9 時
30 分～ 10 時 30 分。場所は 4
月号広報を参照ください。市内
20 か所で回収します。時間内
に持参し、空容器は持ち帰り各
自処分してください。［問］代永
さん（℡   892・8568）

科学じっけん＆おもちゃづくり
　10 月 21 日（日）午前 10 時
～正午、ホーム明星「聖徳館」（星
田 8 － 6 － 7）。対象は大人と
小学生のペア。教材費 1人 300
円。主催は（社福）豊年福祉会。
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大正琴　体験会
　10月２日（火）、武道館研修
室、16日（火）、交野会館（郡津
駅前）、午前10時 30分～11時
15 分。参加費 500 円。貸し琴
500円。大正琴に興味のある方
はお気軽に参加してください。
［申・問］小澤さん ( ℡   894・
0667　℡   090・7103・4793)

はなきんくらぶ
　10 月 5日（金）午後 1時 30
分（開場）～ 4時、ホーム明星
（星田 8－ 6 － 7）。カラオケ・
囲碁・将棋など。対象は市内在
住の 60 歳以上の人。参加費無
料（喫茶は有料）。主催は（社福）
豊年福祉会。［問］浜崎さん（℡  
894・1798）

イタリア料理講習会パート２
10 月 12 日

（金）午前 10
時～午後1時、
ゆうゆうセン
ター 3階調理
実習室。生パス
タ作りと牛肉
煮込み。定員 35人。会費 1,300
円。託児あり（300円。軽食付要
予約）。講師は京都友の会伊藤
雅枝さん。［申・問］久保田さん
( ℡   892・7515) か、平井名さ
ん (℡   891 ･ 1206)

第 8回交野クラフト展
　10月12日（金）～15日（月）

人口と火災・救急
8 月末の市の人口（前月比）

　　人　口　79,591 人　（＋   60）
　　　男　　39,006 人　（＋   54）
　　　女　　40,585 人　（＋  　6）
　　世帯数　30,404      （＋　93）

8 月の火災と救急
火災   2 件 　　救急　228件

　　　※毎月 1日の正午、点検のため消防
　サイレンを鳴らします。
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